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序

最
近
の
生
活
様
式
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
、
わ
が
国
伝
統
の
技
術
や
そ
れ
に
か
か
わ
る
習
俗
な
ど
が
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
〇

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
県
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
よ
り
無
形
文
化
財
緊
急
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
九
年
度
に
は
沼
田
の
野
鍛
冶
に
つ
い 

て
調
査
を
実
施
し
、
本
年
度
こ
こ
に
そ
の
報
告
書
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

野
鍛
冶
は
本
来
定
住
せ
ず
、
村
々
を
回
っ
て
鍛
冶
業
を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
し
だ
い
に
各
地
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
主
に
鍬•

鉈
•

鎌
な
ど
の
農
具
を
は
じ
め
、
 

斧
.

包
丁
な
ど
を
製
作
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
製
品
は
い
ず
れ
も
切
味.

耐
久
性
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
特
に
上
州
沼
田
鉈
は
四
国
の
土
佐
の
鉈
に
対
比
さ
れ
、
鋸
は
北
陸
地
方
の
山
仕
事
に
従
事
す
る
人
々
に
も 

愛
用
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
こ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
伝
統
的
技
術
も
後
継
者
の
減
少
、
お
し
よ
せ
る
近
代
化•

合
理
化
の
波
の
中
で
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
お
り
ま
す
〇
こ
の
よ
う 

な
状
況
の
中
で
、
こ
の
貴
重
な
技
術
を
い
か
に
後
世
に
継
承
し
て
い
く
か
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
、
本
報
告
書
に
収
録
し
た
技
術
は
、
利
根
沼
田
地
方
に
古
来
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
野
鍛
冶
職
人
の
伝
統
的
技
術
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
す
ぐ
れ
た 

技
術
で
あ
り
ま
すQ

こ
の
貴
重
な
記
録
が
今
後
、
多
く
の
方
々
の
文
化
財
に
対
す
る
御
理
解
と
研
究
進
展
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
本
調
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
沼
田
市
教
育
委
員
会•

調
査
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
御
多
忙
の
中
、
快
く
調
査 

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
対
象
者
の
方
々
に
は
厚
く
謝
意
を
表
す
る
し
だ
い
で
す
。

昭
和
六
十
一
月
三
月

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

千

吉

良 

覚
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無形文化財緊急調査実施要項 

１頁は 

個人情報が含まれるため非公開 



〈

総

論

〉

沼

田

鍛

冶

の

歩

み

I

、 
は

じ

め

に

上
越
国
境
を
源
と
し
て
流
れ
る
利
根
の
本
流
と
赤
谷•

薄

根.

片
品
等
の
支
流
を
あ
わ
せ
、
周
囲.
の
山
々
と
の
調
和
を
は
か
る
か
の
よ
う
に
沼
田
盆
地
が
あ
る
。
こ
の
盆 

地
の
台
地
の
上
に
戦
国
の
頃
よ
り
城
下
町
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
城
下
町
は
中
世
以
来
利
根•

沼
田
地
方
一
帯
に
勢
力
を
も
っ
て
支
配
し
て
い
た
沼
田
氏
に
よ
っ
て
は
じ
め 

ら
れ
、
真
田
氏
の
代
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
利
根•

沼
田
地
方
の
歴
史
が
系
統
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
は
戦
国
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
方
の
山
麓
一
帯
か
ら
は
、
縄
文•

弥
生
の
遺 

跡
、
更
に
は
古
墳
、
住
居
跡
等
も
発
見
さ
れ
、
古
い
歴
史
の
足
ど
り
を
思
わ
せ
る
。

戦
国
時
代
の
末
期
か
ら
城
下
町
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
名
残
り
と
し
て
、
沼
田
の
市
街
地
に
は
古
い
町
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。

鍛
冶
町•

坊
新
田
町.

材
木
町.

馬
喰
町
等
、
ま
た
現
在
は
ほ
と
ん
ど
耳
に
し
な
い
が
袋
町.

餌
差
町•

鷹
師
町
と
い
っ
た
城
下
町
を
し
の
ば
せ
る
町
名
も
あ
る
。
そ
の
中 

で
戦
乱
に
明
け
暮
れ
た
戦
国
時
代
に
支
配
者
で
あ
る
領
主
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
刀
や
鏈
を
鍛
え
た
鍛
冶
職
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
は
少
な
く
な
っ
た 

が
、
市
内
に
何
軒
か
の
鍛
冶
職
の
家
を
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
僅
か
で
は
あ
る
が
、
沼
田
の
鍛
冶
職
は
県
内
で
は
め
ず
ら
し
い
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

鍛
冶
職
の
ほ
と
ん
ど
は
野
鍛
冶
で
あ
っ
て
、
農
具•

鎌
•

鉈
•

鋸
を
作
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
切
味.

耐
久
性
に
お
い
て
抜
群
の
性
能
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ 

れ
て
い
る
.0
例
え
ば
沼
田
鉈
は
四
国
の
土
佐
の
鉈
と
対
比
さ
れ
、
鋸
は
北
陸
方
面
の
山
仕
事
に
従
事
す
る
人
た
ち
の
間
で
愛
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
し
い
鋸
や
鉈.

農
具
を
製
作
し
て
い
る
鍛
冶
職
も
、
近
代
化•

合
理
化
の
波
に
ま
さ
に
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
野
鍛
冶
も
こ
の
沼
‘
 

田
の
地
に
一
朝
に
し
て
出
現
し
た
の
で
は
な
く
、
長
い
歴
史
と
伝
統
の
上
に
今
日
に
至
る
も
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

野
鍛
冶
の
伝
統
と
工
法
が
消
え
失
わ
れ
よ
う
と
す
る
現
在
、
そ
の
工
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
実
地
に
そ
れ
を
見
、
聴
き
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
更
に 

野
鍛
冶
の
歴
史
を
溯
る
と
中
世
以
降
こ
の
地
方
の
支
配
者
で
あ
っ
た
沼
田
氏•

真
田
氏
の
庇
護
を
受
け
た
刀
工
吉
沢
氏
の
盛
衰
に
及
ん
で
く
る
。

I
I、  

中
世
の
利
根«

沼
田
地
方



利
根.

沼
田
地
方
は
戦
国
時
代
、
上
杉.

武
田•

北
条
氏
の
争
乱
の
接
点
と
な
っ
た
た
め
、
古
い
記
録.

文
書
の
類
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
地
方
の
戦
国
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
史
料
と
し
て
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
『
加
沢
記
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
貴
重
な
史
料
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
が
、
三
百 

年
前
、
真
田
氏
の
改
易
に
よ
っ
て
浪
人
と
な
っ
た
加
沢
平
次
左
ヱ
門
が
、当
時
残
さ
れ
て
い
た
文
章.

記
録
の
類
を
戦
記
物
風
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
『
沼
田
記
』•

『
古
今
沼
田
記
』•

『
沼
田
盛
衰
記
』•

『
沼
田
根
元
記
』
等
の
類
が
多
数
あ
る
が
、
何
れ
も
大
同
小
異
、
後
世
に
な
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で 

あ
る
。

従
っ
て
利
根•

沼
田
地
方
の
鎌
倉
以
降
戦
国
に
至
る
時
代
は
基
本
史
料
の
な
い
、
い
わ
ば
空
白
の
時
代
と
も
い
え
る
。
た
だ
僅
か
に
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
利
根
郡
川
場 

村
の
大
友
氏
関
係•

沼
田
氏
関
係(

前
期
沼
田
氏
と
後
期
沼
田
氏
—

石
田
文
四
郎
氏
説)

が

『
吾
妻
鏡
』•

『
大
友
氏
文
書
』
等
に
よ
っ
て
断
片
的
で
は
あ
る
が
明
ら
か 

に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
現
在
沼
田
の
鍛
冶
職
の
系
譜
を
伝
え
る
も
の
に
、
寛
永
七
年(

一
六
三
〇)

に
焼
失
の
た
め
再
び
書
き
記
し
た
系
譜
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
系
譜
に
つ
い
て
も
そ
の
信
憑
性
に
多
少
の
論
議
が
あ
る
が
、
吉
沢
氏
の
系
譜
に
も
多
く
の
疑
義
が
あ
り
、
確
実
な
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か 

し
、
刀
鍛
冶
吉
沢
氏
の
系
譜
は
他
に
な
く
、
文
書•

記
録
も
全
く
無
い
の
で
一
応
こ
れ
に
従
っ
て
み
る
。

平
安
時
代
の
末
、
九
州
豊
後
国
に
紀
新
太
夫
行
平
と
い
う
名
の
高
い
刀
工
が
居
た
。
行
平
は
後
鳥
羽
天
皇
の
忌
諱
に
ふ
れ
、
利
根
庄
に
流
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
定 

か
で
は
な
い
。

行
平
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
秋
、
東
京
国
立
博
物
館
で
催
さ
れ
た
特
別
展
「
日
本
の
武
器
武
具
」
に
出
品
さ
れ
た
刀
剣
の
中
に
、「
豊
後
国
行
平
作
」
の
銘
の
あ
る 

刀
が
あ
っ
た
。
そ
の
解
説
の
中
に
、

「
行
平
の
作
品
は
現
存
す
る
も
の
に
元
久
二
年(

ー
ニ
〇
五)

の
年
紀
が
あ
り
、
活
躍
は
概
ね
鎌
倉
初
期
で
あ
る
。

一
説
に
は
後
鳥
羽 

院
番
鍛
冶
の
一
人
と
い
う
。
」
と
あ
っ
て
、
行
平
は
豊
後
国
か
ら
京
に
上
っ
た
実
在
の
名
あ
る
刀
工
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

更
に
吉
沢
氏
系
譜
に
よ
れ
ば
、
行
平
よ
り
十
五
代
後
の
吉
沢
内
匠
頭
安
直
の
と
き
、
豊
後
国
の
大
友
刑
部
太
夫
氏
時
が
菊
地
武
光
に
敗
れ
、
上
州
川
場
庄
に
落
ち
て
き
た
。
 

そ
の
際
、
同
行
し
、
代
々
川
場
に
て
刀
鍛
冶
と
し
て
続
い
て
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
大
友
史
料
』
に
よ
れ
ば
大
友
氏
時
は
豊
後
国
で
菊
地
氏
に
敗
れ
、
何
年 

か
後
に
没
し
て
い
る
た
め
、

氏
時
が
川
場
に
来
た
の
は
信
じ
難
い
。
し
か
し
、
川
場
庄
は
大
友
氏
の
庄
園
で
あ
っ
た
た
め
大
友
氏
滅
亡
に
あ
た
っ
て
大
友
氏
の
だ
れ
か
が
落
ち 

て
来
た
も
の
か
。

利
根•

沼
田
地
方
は
、沼
田
氏(

大
友
氏
系)

か
ら
沼
田
氏(

三
浦
氏
系)

へ
と
支
配
が
移
り
、
そ
の
居
城
も
庄
田
館
か
ら
小
沢
城
、
更
に
幕
岩
城
へ
と
、
沼
田
氏
の
発
展 

と
共
に
城
の
変
遷
も
行
わ
れ
た
。

更
に
吉
沢
氏
系
譜
に
よ
る
と
、

「
応
安
元
年
戌
申
三
月
廿
一
日
、
氏
時
殿
御
逝
去
之
後
、
山
科
主
殿
頭
平
景
政
之
末
孫
、
同
右
近
景
康
殿
、
同
州
庄
田-
一
居
住
シ
六
代
ノ
孫
、
沼
田
勘
解
由
左
ヱ
門
平
景
泰
、



沼
田
小
沢
之
城
主
タ
リ
、
泰
長
迄
代
々
給
仕
、
川
場
之
庄-
一
居
住
ス
…
…
」
と
あ
り
、
同
じ
く
系
譜
に 

ン

「
庄
田
右
近
之
丞
景
康
ョ
リ
九
代
之
孫
、
沼
田
上
野
介
平
顕
泰
殿
、
幕
岩
ノ
城
ヲ
築
キ
天
文
十
三
甲
辰
五
月
御
移
有
之
、
吉
沢
籾
負
、
同
源
左
ヱ
門
兄
弟
、
川
場
村H

居
住 

仕
候
処
二
沼
田
之
城
江
遠
ク
シ
テ
御
用
達
シ
難
キ
ニ
付
テ
沼
田
倉
内
ノ
平
」
一
町
割
出
来
住
居
仕
…
…
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
系
譜
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
よ
ぅ
に
な
る
。

紀
新
太
夫
行
平
——

安

則(

行
平
弟
、
御
留
鍛
冶
二
被
仰
付
隠
シ
銘
二
爪
実
ヲ
印
シ
依
テ
筑
紫
爪
実
ト
モ
云
、)

——

十
三
代
略
—

——

安

直(

吉
沢
内
匠
頭
卜
云
、
利
根
郡
川
場
村
二
住
ス)

一

^

五
代
略-
-
-

——

泰
長̂

^

泰

清(

吉
沢
靱
負)

r

泰

秀(

吉
沢
源
左
ヱ
門)

こ
れ
に
よ
っ
て
刀
工
吉
沢
氏
が
大
友
氏
の
関
係
で
川
場
に
移
住
し
、
天
文
年
間
、
沼
田
顕
泰
が
沼
田
台
地
の
一
角
、
幕
岩
城
に
入
る
に
及
ん
で
川
場
に
居
た
、
吉
沢
靱
負 

(

泰
清)

と
弟
の
吉
沢
源
左
ヱ
門(

泰
秀)

の
両
名
を
沼
田
台
地
に
呼
ん
で
居
住
さ
せ
た
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

沼
田
に
お
け
る
中
世
の
根
本
史
料
は
存
在
し
な
い
が
、
前
述
の
如
く
、
利
根•

沼
田
地
方
は
大
友
氏
が
支
配
し
、
大
友
経
家
な
る
人
物
は
『
吾
妻
鏡
』
の
中
に
、
ま
た
『 

大
友
史
料
』
中
に
随
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
利
根
経
家
ま
た
は
沼
田
氏
を
名
の
り
、
源
頼
朝
と
も
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
を
そ
の
ま 

ま
信
じ
て
よ
い
か
否
か
に
つ
い
て
長
い
間
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
。

す
で
に
十
数
年
前
に
な
る
が
、
故
一
志
茂
樹
氏
が
信
濃
史
学
会
長
を
し
て
お
ら
れ
る
頃
、
二
度
沼
田
地
方
を
巡
検
さ
れ
、
同
行
し
た
折
、
沼
田
氏
は
木
曽
氏
と
深
い
姻
戚 

関
係
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
沼
田
氏
と
木
曽
氏
と
の
関
係
を
沼
田
側
よ
り
調
べ
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
利
根•

沼
田
に
お
い
て
は
前
記
の 

『
加
沢
記
』•

『
沼
田
記
』
等
の
記
録
類
に
も
、
昭
和
初
期
に
出
版
さ
れ
た
『
利
根
郡
誌
』
に
も
、
昭
和
二
十
七
年
刊
行
の
『
沼
田
町
史
』
に
も
、
そ
の
他
す
べ
て
の
刊
行 

物
に
い
た
る
ま
で
、
木
曽
氏
に
つ
い
て
は
一
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
伝
承
の
中
に
も
全
く
出
て
こ
な
い
ま
ま
に
何
年
か
経
て
し
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
木
曽
代
官
で
あ
っ
た
山
村
良
景
が
、
宝
永
三
年(

一
七
〇
六)

に
編
述
し
た
『
木
曽
考
』
は
山
村
家
の
祖
先
の
業
績
を
た
た
え
、
義
仲
の
挙
兵•

没 

落
を
述
べ
た
も
の
で
、
中
料
的
価
値
の
高
い
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
同
書
の
中
に
、

「
義
仲
ノ
ニ
男
朝
日
三
郎
義
基
、
同
四
郎
義
宗
ハ
義
仲
亡
テ
後
、
木

曽

ヲ

出

、
義
宗
ノ
外
祖
父
、
上
野
国
沼
田
伊
予
守
藤
原
ノ
家
国
ヲ
頼
テ
沼
田
二
蟄
居
ス
…
…
」
と
あ 

り
、
更
に
同
書
中
に
、

「
或
説
ー
ー
義
基
ハ
義
宗
、
父
義
仲
滅
乏
ノ
後
、
朝
敵
タ
ル
ユ
へ
木
曽
ヲ
出
テ
甲
州
ー
ー
ヵ
ク
ル
、
義
元
ノ
子
義
茂
モ
近
国
の
一
族
、
譜
代
ノ
諸
士
ヒ
ソ
ヵ
ーー

扶
持
シ
テ
月
日
ヲ 

送
ル
、
義
茂
三
代
ノ
孫
、
家
仲
上
野
沼
田
ー
ー
到
ル
、
其
子
家
教
ノ
代
ー
ー
木
曽
二
皈
リ
家
ヲ
興
ス
…
…
(

後
略)

」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
木
曽
考
』
に
記
さ
れ
て
い
る
木
曽
氏
に
つ
い
て
は
、
沼
田
の
刀
工
吉
沢
氏
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
吉
沢
氏
の
祖
と
い
わ
れ
る
紀
新
太
夫
行
平
の
流
れ
を
く



む
刀
工
が
、
大
友
氏(

沼
田
氏)

に
従
〇
て
川
場
に
居
住
し
た
こ
と
、
更
に
系
譜
に
あ
る
木
曽
義
仲
の
遺
子
、
朝
日
三
郎
義
元•

同
四
郎
義
宗
の
二
人
の
外
祖
父
は
沼
田
伊 

予
守
家
国
で
あ
り
、
こ
れ
を
頼
-s>

て
沼
田
に
の
が
れ
住
ん
だ
こ
と
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
『
吾
妻
鏡
』
に
出
て
く
る
利
根
氏•

沼
田
氏•

大
友
氏
は
同
じ
系
統
の
人 

物
で
あ
り
、
源
頼
朝
と
の
関
係
を
改
め
て
見
な
お
す
必
要
が
あ
ろ
ぅ
.0
し
か
し
、
沼
田
に
残
る
『
沼
田
氏
系
図
』
の
中
に
は
「
沼
田
伊
予
守
家
国
」
な
る
人
物
の
名
は
の
C?

て
い 

な
い
。
し
か
し
、
木
曽
氏
の
末
流
で
あ
る
山
村
氏
が
何
の
利
害
関
係
も
な
い
沼
田
を
系
図
の
中
に
残
す
い
わ
れ
は
全
く
無
い
と
思
わ
れ
る
。
従

•〇
て
源
氏•

木
曽
氏.

沼
田 

氏
の
関
係
は
今
後
の
問
題
点
で
あ
る
が
、
沼
田
氏
が
名
族
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
友
氏
と
の
関
係
上
、
豊
後
国
に
て
名
を
は
せ
た
名
刀
エ
紀
新
太
夫
行
平
の
流
れ
を
く
む
刀
工
が 

沼
田
に
移
り
住
む
こ
と
も
ぅ
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。

三
、
戦
国
か
ら
近
世
に

鎌
倉
時
代
よ
り
戦
国
時
代
に
か
け
て
の
長
い
間
、
利
根•

沼
田
地
方
は
沼
田
氏
の
支
配
が
続
い
た
。

し
か
し
、
前
述
の
如
く
、
沼
田
氏
の
系
譜
に
つ
い
て
は
至
-Q

て
断
片
的
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
い
え
る
が
、
戦
国
時
代
、
沼
田
顕
泰
が
幕
岩
城
よ
り
倉
内
城(

沼
田
城) 

を
築
い
て
移
る
天
文
元
年(

一
五
三
二)

頃
か
ら
漸
く
系
統
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

沼
田
氏
は
名
族
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
勢
力
圏
は
利
根•

沼
田
地
方
の
み
で
あ
っ
て
、
当
時
は
隣
国
越
後
上
杉
謙
信
が
関
東
進
出
を
果
し
、
小
田
原
北
条
氏
の
支
配 

と
な
っ
て
い
た
沼
田
城
を
攻
め
と
っ
た(

永
禄
三
年
八
月)

〇

こ
れ
以
後
沼
田
城
は
上
杉
氏
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
が
、
永
禄
年
間
の
末
、
沼
田
氏
は
一
族
の
内
紛
に
よ
っ 

て
滅
亡
し
、
完
全
に
上
杉
謙
信
の
手
中
に
お
さ
ま
っ
た
。

天
正
元
年(

一
五
七
三)

、
武
田
信
玄
が
没
し
、
同
三
年
の
長
篠
の
戦
で
大
敗
し
た
武
田
勝
頼
の
勢
力
は
極
度
に
傾
い
て
い
っ
た
。
続
い
て
天
正
六
年
に
は
、
上
杉 

謙
信
が
没
し
、
越
後
上
杉
勢
は
上
野
よ
り
越
後
へ
と
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
の
上
杉
勢
の
後
退
を
機
に
小
田
原
北
条
氏
の
勢
力
が
沼
田
に
進
出
し
、
再
び
沼
田
は
北
条
氏
の
支
配
と
な
る
が
、

一
方
武
田
勝
頼
の
命
を
受
け
た
真
田
昌
幸
は
信
州
よ 

り
吾
妻
へ
、
更
に
名
胡
桃
を
手
中
に
し
、
天
正
八
年
北
条
の
持
城
で
あ
っ
た
沼
田
城
を
調
略
し
た
。

こ
の
頃
刀
工
吉
沢
氏
一
族
は
倉
内
城
の
近
く
に
居
住
し
て
い
た
が
、
真
田
氏
に
よ
っ
て
近
世
的
な
城
下
町
の
形
成
が
は
じ
ま
る
と
、
現
在
の
鍛
冶
町
に
一
人
の
屋
敷
表
口. 

十
二
間
、

一
族
六
人
の
屋
敷
表
口 
•

七
十
二
間
、
裏
行
八
十
間
と
永
銭
三
十
貫
文
を
真
田
氏
よ
り
拝
領
し
た
。

—
。
左

近

「
泰 

清
(

籾
負)

一

—
。
次
郎
左
ヱ
門 

I

。
清
左
ヱ
門

泰

長

—

n

k

 

i

r

秀
(

源
左
ヱ
門)

一

E

ii

歡

(参考系図)



こ
の
吉
沢
氏
一
族
六
人
が
鍛
冶
町
に
て
真
田
氏
の
刀
工
と
し
て
そ
の
庇
護
の
も
と
に
発
展
し
て
い
っ
た
。 

- 

沼
田
城
を
中
心
に
戦
国
時
代
の
末
期
、
沼
田
氏
に
よ
っ
て
城
下
町
作
り
が
は
じ
ま
り
、
沼
田
氏
滅
亡
後
は
真
田
信
之
に
よ
っ
て
近
世
的
な
城
郭
と
城
下
町
が
完
成
し
た
。
 

城
下
町
の
形
成.

整
備
に
あ
た
っ
て
は
最
初
に
市
が
開
か
れ
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
吉
沢
氏
一
族
で
あ
っ
た
。
吉
沢
氏
に
対
し
て
は
「
見
世
頭
」
の
免
状
が
与
え 

ら
れ
、
城
下
町
に
お
け
る
特
権
が
付
与
さ
れ
た
。

前
記
の
如
く
、
吉
沢
氏
兄
弟(

泰
清•

泰
秀)

が
川
場
よ
り
沼
田
台
地
に
移
り
、
広
大
な
屋
敷
と
様
々
な
特
権
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
刀
工
吉
沢
氏
と
領
主
で
あ
っ
た 

沼
田
氏•

真
田
氏
の
関
係
の
深
さ
と
城
下
町
沼
田
に
お
け
る
実
力
の
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

吉
沢
氏
系
譜
に
よ
る
と

泰

清
^P
左
近
泰
行
— 

I

右
近
泰
久

丨
次
郎
左
ヱ
門
安
平

丨
清
左
ヱ
門
泰
平

I

右
京
泰
清

I

右
丹
泰
吉

左
近
の
長
子•

右
近
泰
久
、
右
京
の
長
子•

右
丹
泰
吉
の
両
名
に
対
し
て
、
真
田
信
之
よ
り
鐽
三
百
筋
を
作
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
百
五
十
筋
は
泰
久
の
作
、
百 

五
十
筋
は
泰
吉
が
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

更
に
太
刀
を
鍛
え
、
矢
ノ
根
を
作
り
、
銘
に
は
、

「
上
州
住
泰
吉
」
.

「
上
州
沼
田
住
泰
久
」
の
銘
を
刻
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
他
に
「
上
州
住
泰
長
」•

「
上
州
沼 

田
住
泰
秀
」
の
銘
も
刻
ま
れ
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
沼
田
打
」
と
い
わ
れ
、
名
を
は
せ
た
。

『
加
沢
記
』
の
中
に
、

「
川
場
合
戦
之
事
」
と
し
て
、

「
…
…
平
八
郎
殿
…
…
四
尺
八
寸
の
沼
田
打
の
太
刀
、
二
尺
七
寸
の
打
刀(

下
略)

」
と
あ
る
よ
う
に
、
沼
田
氏
最 

後
の
人
、
平
八
郎
も
吉
沢
氏
一
族
の
鍛
え
た
刀
を
用
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

天
正
十
八
年(

一
五
九
〇)

、
小
田
原
の
北
条
氏
の
滅
亡
に
よ
り
、
真
田
昌
幸
は
秀
吉
よ
り
旧
領
沼
田
領
を
安
堵
さ
れ
、
初
代
城
主
と
し
て
長
子
の
信
之
を
お
い
た
。
信 

之
は
戦
国
の
動
乱
で
荒
廃
し
た
沼
田
領
の
復
興.

築
城.

城
下
町
作
り•

検
地•
欠
落
百
姓
に
対
し
て
の
還
住
政
策
等
、
初
代
領
主
と
し
て
領
国
経
営
に
専
念
し
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
間
に
、
関
ヶ
原
、
大
坂
冬.

夏
の
陣
を
経
て
、
元
和
二
年(

一
六
一
六)

に
は
沼
田
を
去
り
、
信
州
の
上
田
へ
と
移
っ
た
。
沼
田
に
は
長
子
の
信
吉
を
二 

代
城
主
と
し
て
お
い
た
。

信
吉
が
二
代
城
主
と
な
っ
た
時
、
新
た
に
坊
新
田
町
を
割
立
て
る
た
め
に
、
以
前
吉
沢
氏
一
族
に
与
え
た
鍛
冶
町
の
鍛
冶
屋
敷
の
裏
行
八
十
間
の
う
ち
三
十
間
程
を
取
上 

げ
、
坊
新
田
町
を
割
立
て
た
。
そ
の
か
わ
り
に
野
畑
六
反
歩
を
与
え
無
税
と
し
、
鍛
冶
免
と
称
し
た
と
い
わ
れ
る
。



鍛

冶

職

そ

の

後

の

吉

沢

氏

一

族

鎌
倉
時
代
大
友
氏
の
川
場
移
住
に
と
も
な
い
川
場
に
住
ん
だ
と
い
わ
れ
る
刀
工
吉
沢
氏
一
族
は
や
が
て
川
場
ょ
り
沼
田
に
移
り
、
沼
田
氏•

真
田
氏
と
深
い
関
係
を
も
ち
な 

が
ら
、
沼
田
城
下
町
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
い
わ
ば
総
取
締
役
的
な
存
在
と
し
て
、
大
き
な
実
権
を
握
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

特
に
真
田
信
之
の
庇
護
を
受
け
、
二
代
信
吉
の
頃
が
吉
沢
氏
一
族
の
最
も
隆
盛
を
極
め
た
時
期
と
い
わ
れ
、
刀
•

鐽
•

矢
ノ
根
等
の
多
く
の
武
器
を
作
り
、
世
に
い
う
「
沼 

田
打
」
の
名
を
高
ら
し
め
た
。

吉
沢
氏
一
族
は
鍛
冶
町
に
居
を
定
め
、
多
い
と
き
は
十
二
人
が
刀
鍛
冶
と
し
て
栄
え
た
と
も
い
う
。

し
か
し
、
時
は
う
つ
り
徳
川
の
泰
平
の
世
と
な
り
、
刀
鍛
冶
と
し
て
の
伝
統
と
誇
り
を
も
ち
つ
つ
も
、
農
具
の
製
作
に
転
向
せ
ざ
る
を
え
な
い
運
命
に
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
文
書.

記
録
等
の
中
に
も
殆
ど
刀
鍛
冶
と
し
て
の
動
き
を
示
す
も
の
が
残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
文
政
三
年(

一
八
二
〇)

の
『
沼
田
町
明
細
帳
』
の
中
に
、

「
鍛 

冶
十
二
人
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
鍛
冶
十
二
人
も
文
政
期
と
も
な
れ
ば
ほ
と
ん
ど
野
鍛
冶
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

吉
沢
氏
一
族
は
沼
田
氏.

真
田
氏
の
庇
護
を
受
け
て
栄
え
た
が
、
真
田
氏
は
天
和
元
年(

一
六
八
一)

改
易
と
な
り
、
そ
の
後
代
官
支
配
、
続
い
て
本
多.

黒
田•

土
岐
氏 

と
領
主
の
変
遷
が
あ
り
、
真
田
氏
を
除
い
て
他
の
大
名
は
幕
府
の
要
職
に
つ
き
、
沼
田
に
在
城
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
吉
沢
氏
一
族
が
刀
鍛
冶
と
し
て 

明
治
維
新
ま
で
そ
の
命
脈
を
保
て
な
か
っ
た
原
因
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
何
れ
に
せ
ょ
徳
川
三
百
年
の
泰
平
の
世
と
農
業
技
術
の
発
達
に
と
も
な
う
農
具
の
必
要
性
が 

野
鍛
冶
へ
の
転
向
を
一
層
早
め
た
も
の
と
い
え
る
。

◎

追
記 

吉
沢
氏
一
族
の
鍛
え
た
刀
に
は
「
上
州
住
泰
長
」
•

「
上
州
沼
田
住
泰
秀
」
等
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、

沼
田
地
方
に
は
そ
れ
ら
の
刀
が
ほ
と
ん
ど 

存
在
し
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。



〈
各 

論

〉
吉

沢

幸

吉

氏

の

農

具

に

か

け

た

人

生

沼
田
市
鍛
冶
町
九
八
八
番
地
、
吉
沢
幸
吉
氏
は
明
治
三
十
二
年
生
ま
れ
で
、
小
学
校
卒
業
以
来
家
業
の
鍛
冶
職
に
従
事
し
、
鍛
冶
一
筋
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
が
、
昭
和
五
十 

一
年
に
氏
の
人
生
を
回
顧
し
、
ま
た
そ
の
人
生
の
ま
と
め
と
し
て
『
農
具
に
か
け
た
私
の
一
生
』
と
い
う
冊
子
を
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
著
書
を
一
読
す
る
と
大
正
か
ら
昭
和
初 

期
に
か
け
て
の
鍛
冶
職
人
の
生
活
が
端
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
そ
の
著
書
を
抄
録
し
、
ま
た
氏
の
聞
き
書
き
等
に
よ
c>

て
沼
田
の
一
鍛
冶
職
人
の
生
き
方
や
生
活
を
幾
分
な
り
と
も
浮
き
上
ら
せ
て
み
た
い
。

I

、
鍛
冶
職
人
の
生
い
立
ち

吉
沢
幸
吉
氏
は
明
治
三
十
二
年
六
月
二
十
三
日
、•
沼
田
榛
名
町
で
生
ま
れ
た
。
父
は
代
五
郎
と
い
い
、
鍛
冶
町
九
八
八
番
地
、
吉
沢
勘
太
郎
の
三
男
で
榛
名
町
に
分
家
し
て 

い
た
が
、
兄
二
人
が
都
合
に
よ
り
家
を
離
れ
た
た
め
、
氏
が
数
え
年
三
才
の
時
に
父
代
五
郎
が
実
家
の
鍛
冶
職
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
父
の
代
五
郎
は
偏
窟
と
も
み 

ら
れ
る
昔
か
た
ぎ
で
、
若
い
こ
ろ
富
岡
市
の
刀
鍛
冶
「
柳
眠
斎
藤
原
兼
友
」
と
い
う
人
の
客
分
と
し
て
三
年
有
余
も
修
業
し
、
の
ち
に
諸
国
修
業
に
出
て
、
遠
く
備
前
岡
山 

の
あ
た
り
で
大
分
腕
を
磨
い
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。

母
は
「
は
つ
」
と
い
い
、
月
夜
野
の
樋
口
徳
重
の
娘
で
あ
る
。

氏
は
明
治
三
十
九
年
四
月
、
沼
田
尋
常
高
等
小
学
校
に
入
学
、
明
治
四
十
五
年
三
月
、
同
校
尋
常
科
を
卒
業
し
、
十
三
才
で
家
業
の
鍛
冶
職
の
見
習
い
に
つ
い
た
。
最
初 

の
頃
は
進
学
の
夢
断
ち
難
か
っ
た
が
、
父

の

「
鍛
冶
屋
の
子
は
鍛
冶
屋
に
な
る
の
だ
。
職
人
は
腕
が
第
一
、
だ
か
ら
学
問
な
ど
す
る
よ
り
腕
を
磨
き
早
く
一
人
前
に
な
る
の 

だ
」
の 

一  

点
張
り
に
よ
っ
て
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
か
わ
り
、

「
よ
し
、
俺
は
日
本
一
の
鍛
冶
屋
に
な
っ
て
み
せ
る
ぞ
」
と
い
う
仕
事
に
打
ち
込
む 

覚
悟
が
固
ま
り
、
父
を
師
と
し
て
修
業
に
精
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
母
の
手
伝
い
や
弟
妹
達
の
守
り
を
し
た
り
し
て
、
時
間
の
ゆ
る
す
限
り
細
工
場
に
入
り
、
父
と
弟
子 

渋
沢
定
平
の
仕
事
ぶ
り
を
見
学
し
た
。

そ
の
う
ち
に
氏
専
用
の
大
槌
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
は
や
が
て
親
方
の
向
う
槌
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
普
通
は
一
貫
三
百
五
十
匁
か
ら
一
貫
五
百
匆
位
の 

目
方
が
あ
る
大
槌
だ
が
、
ま
だ
子
ど
も
だ
っ
た
の
で
特
別
に
一
貫
百
匁
と
い
う
や
や
小
型
の
も
の
で
あ
っ
た
。



こ
の
大
槌
を
振
る
う
練
習
は
な
か
な
か
難
し
く
、

「
先
手
三
年
」
と
い
〇
て
一
人
前
に
向
う
槌
が
打
て
る
よ
う
に
な
る
に
は
三
年
か
か
る
と
い
わ
れ
る
程
で
あ
〇
た
か
ら
、
 

い
き
な
り
鉄
床
の
上
で
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
裏
庭
に
木
の
台
を
設
け
、足
を
「
丁
」
の
字
に
踏
ま
え
て
よ
ろ
け
な
い
よ
う
に
し
て
連
続
二
十
回
打
つ
練
習
を
一
日
に 

四
、
五
回
繰
り
返
し
た
。
こ
れ
を
ー
ヶ
月
練
習
し
た
あ
と
三
十
回
打
ち
に
進
ん
だ
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
よ
ろ
け
な
い
で
打
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
い
よ
い
よ
細
工
場 

に
入
り
父
の
向
う
槌
を
打
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
現
場
に
な
る
と
大
槌
は
た
だ
打
っ
て
い
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、

伸
ば
す
槌
の
打
ち
か
た

鍛
え
る
槌
の
打
ち
か
た

鋼
付
け
の
と
き
の
打
ち
か
た

み
な
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
。
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
氏
は
絶
え
ず
親
方
で
あ
る
父
か
ら
叱
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
氏
は
い
つ
し
か
小
物
を
作
る
こ
と
を
覚
え
、
そ
れ
を
中
町
の 

金
井
屋
金
物
店
へ
持
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
主
人
の
金
井
鍋
吉
さ
ん
に
、

「
何
で
も
作
っ
て
持
っ
て
お
い
で
、
皆
買
っ
て
や
る
か
ら
…
…
」
と
は
げ
ま
さ
れ
、
金
七
銭
五
厘 

を
も
ら
っ
て
大
い
に
感
激
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
次
か
ら
次
へ
と
製
作
し
て
同
店
へ
納
め
、
小
遣
い
銭
に
は
結
構
困
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
父
は
弟
子
の
定
平
と
共
に
上
州
鍬(

一
名
風
呂
鍬
と
も
い
う)

を
作
っ
て
い
た
が
、
こ
の
仕
事
は
手
間
の
か
か
る
割
合
に
値
段
が
安
く
、
小
売
で
一
挺
が
五
十
五 

銭
、
仲
間
値
段
は
二
十
挺
四
貫
五
百
匁
で
金
七
円
五
十
銭
か
ら
八
円
程
度
で
取
引
さ
れ
て
い
た
。
二
人
が
か
り
で
一
日
一
生
懸
命
打
っ
て
も
五
挺
か
六
挺
位
で
あ
る
か
ら
、
 

働
い
て
も
働
い
て
も
生
活
は
楽
に
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
の
鍬
打
ち
は
、
材
料
が
切
鉄
の
三
分
板
で
夕
方
に
な
る
と
明
日
の
下
準
備
と
し
て
こ
の
鉄
板
を
一
寸
六
分
幅
、
長
さ
約
九
寸
、
目
方
二
百
八
十
匁
位
に
切
っ
て 

お
く
。
翌
日
こ
れ
を
鉄
つ
ぶ
し
に
約
十
分
、
手
の
べ
に
約
二
十
五
分
、
胴
つ
き
に
約
二
十
五
分
か
ら
三
十
分
、
鋼
付
け
約
四
十
分
、
焼
入
れ
十
分
、
と
に
か
く
一
挺
仕
上
げ 

る
の
に
最
低
二
時
間
は
か
か
っ
た
。
更
に
仕
上
げ
は
手
切
り
手
製
の
鑪
を
使
い
、
磨
き
に
は
荒
砥
で
六
、
七
十
回
も
こ
す
る
の
で
大
変
で
あ
っ
た
。
少
し
で
も
仕
上
げ
が
悪 

い
と
鍬
の
柄
を
取
り
つ
け
る
棒
屋
さ
ん
か
ら
苦
情
が
出
た
。
当
時
、
沼
田
に
は
原
新
町
の
峰
岸
さ
ん
、
材
木
町
の
棒
長
さ
ん
、
中
町
の
今
井
音
さ
ん
、
鍛
冶
町
の
宇
田
川
源 

之
助
さ
ん
の
四
軒
が
棒
屋
を
し
て
い
た
が
、
中
々
見
識
が
高
く
、

「
根
性
は
曲
っ
て
い
て
も
、
鍬
だ
け
は
真
直
に
打
て
よ
」
と
す
ぐ
文
句
を
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

父
は
生
粋
の
職
人
か
た
ぎ
で
お
金
に
は
全
く
無
頓
着
、
仕
事
一
途
に
生
き
る
い
わ
ば
仕
事
の
鬼
と
い
っ
た
風
格
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
仕
事
に
関
し
て
は
一
見 

識
を
持
っ
て
お
り
、

「
細
工
場
に
出
れ
ば
親
で
も
子
で
も
な
い
、
師
匠
と
弟
子
な
ん
だ
、
甘
い
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
な
い
ぞ
」
、

「
職
人
は
一
生
涯
修
業
で
あ
る
。
こ
れ
で 

よ
し
と
い
う
事
は
な
い
」
、

「
手
で
作
る
と
い
っ
て
も
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
打
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
鍛
冶
の
仕
事
は
炉
の
中
の
鉄
の
わ
き
具
合
を
見 

て
そ
れ
を
槌
で
打
つ
の
だ
。
そ
の
度
合
い
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
決
し
て
完
全
な
品
物
は
で
き
な
い
。
頃
あ
い
が
早
け
れ
ば
鉄
は
接
着
し
な
い
し
、
お
そ
け
れ
ば
鋼
は
散
っ
て 

腰
が
抜
け
、
鋼
の
価
値
を
失
う
。
そ
の
按
配
は
ロ
で
は
教
え
ら
れ
な
い
、
た
だ
会
得
す
る
だ
け
し
か
道
は
な
い
の
だ
」
、

「
値
段
が
高
い
、
安
い
な
ん
て
考
え
な
い
の
が
職



人
魂
と
い
う
も
の
だ
。
精
神
こ
め
て
立
派
な
作
品
を
作
る
こ
と
だ
け
考
え
れ
ば
よ
い
」
、

「
鍛
冶
職
人
は
変
人
だ
な
ど
と
い
わ
れ
る
が
精
魂
こ
め
て
仕
事
を
し
て
い
る
時
に 

お
客
の
機
嫌
な
ど
と
っ
て
い
ら
れ
る
か
。
だ
か
ら
自
然
と
無
口
に
な
る
」
、

「
良
い
物
を
作
る
に
は
ま
ず
材
料
の
吟
味
、
そ
し
て
腕
を
磨
く
こ
と
だ
」
、

「
武
士
の
魂
が
刀 

な
ら
、
百
姓
の
魂
は
鍬
と
鎌
で
あ
る
。
切
れ
味
が
良
い
、
使
い
良
い
、
長
持
ち
が
す
る
も
の
を
作
る
の
が
野
鍛
冶
の
根
性
と
い
う
も
の
だ
ぞ
」
等
々
、
今
に
な
る
と
本
当
に 

す
ば
ら
し
い
も
の
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

鍛
冶
の
生
命
と
も
い
え
る
鉄
床
は
、
大
正
初
期
は
生
鉄
で
、
そ
の
上
に
鋼
を
張
っ
て
使
う
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
長
年
使
っ
て
い
る
う
ち
に
鋼
の
部
分
が
い
た 

む
の
で
こ
れ
を
つ
け
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
鉄
床
な
お
し
の
作
業
を
業
者
仲
間
は
大
変
重
要
視
し
て
い
た
。

氏
が
十
八
才
の
時
、
同
業
の
親
方
、
弟
子
の
八
名
で
鉄
床
な
お
し
を
行
っ
た
。
は
じ
め
四
尺
八
寸
の
大
型
フ
ィ
ゴ
で
台
に
な
る
生
鉄
の
鉄
床
を
わ
か
し
、
三
尺
六
寸
の
フ 

ィ
ゴC

付
け
る
方
の
鋼
を
わ
か
す
。
こ
れ
は
親
方
連
中
が
受
け
持
つ
。
や
が
て
頃
合
い
を
見
て
双
方
と
り
出
し
硼
酸.

硼
砂
を
両
方
の
間
に
入
れ
て
向
う
槌
が
打
つ
。
こ
れ 

は
「
仮
づ
け
」
と
い
っ
て
そ
れ
か
ら
わ
ら
灰
の
中
に
入
れ
て
そ
の
灰
を
つ
け
る
。
再
び
炉
に
入
れ
て
充
分
に
わ
か
す
の
だ
が
、
そ
れ
を
引
き
出
す
の
は
弟
子
の
役
目
で
あ
る
。 

ー
 

ロ
に
鉄
床
を
出
す
、
入
れ
る
と
い
っ
て
も
あ
の
重
い
鉄
床
を
金
の
は
さ
み
で
は
さ
ん
で
処
理
す
る
の
で
あ
る
か
ら
よ
ほ
ど
な
れ
て
い
な
い
と
簡
単
に
は
出
来
な
い
。
鋼 

付
け
が
終
る
と
鑪
と
か
>•
で
仕
上
げ
て
又
焼
入
れ
を
し
、
焼
け
た
鉄
床
に
硝
石
と
塩
を
布
で
包
ん
で
塗
り
つ
け
る
〇
そ
れ
を
表
の
堰
の
水
に
つ
け
て
冷
し
て
一
切
完
了
。

一
 

日
が
か
り
で
三
個
か
四
個
と
い
う
大
仕
事
で
あ
る
。
後
年
は
鉄
床
が
総
は
が
ね
と
な
っ
た
た
め
、
こ
ん
な
厄
介
な
作
業
は
な
く
な
っ
た
が
、
大
正
初
期
は
鍛
冶
屋
仲
間
が
相 

寄
っ
て
、
自
分
自
分
の
鉄
床
修
理
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

鉄
床
直
し
が
終
っ
た
夜
は
、
お
祝
い
と
し
て
親
方
も
弟
子
も
一
緒
に
な
っ
て
一
杯
飲
む
と
い
う
な
ら
わ
し
が
あ
っ
た
が
、
弟
子
が
一
人
前
の
取
扱
い
を
う
け
親
方
の
前
で 

公
然
と
酒
が
飲
め
る
の
は
こ
の
時
位
の
も
の
で
あ
っ
た
。

大
正
八
年
に
兵
隊
検
査
を
う
け
た
。
検
査
は
甲
種
合
格
、
兵
種
は
輜
重
輸
卒
で
翌
年
三
月
一
日
、
宇
都
宮
輜
重
第
十
四
大
隊
へ
入
隊
し
た
。
入
隊
し
た
氏
は
鍛
工
卒
を
志 

願
し
三
ヶ
月
の
兵
役
を
無
事
勤
め
た
。
検
査
後
は
父
も
氏
を
一
人
前
と
し
て
認
め
て
く
れ
た
の
か
、
そ
れ
以
後
は
わ
ら
草
履•

麻
裏
草
履
を
は
く
こ
と
を
許
し
て
く
れ
た
。 

そ
れ
で
も
高
下
駄
爪
皮
は
「
ま
だ
ま
だ
そ
の
資
格
は
な
い
ぞ
」
と
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
三
ヶ
月
の
入
隊
期
間
中
に
氏
の
一
生
に
影
響
す
る
大
き
な
転
機
が
あ
っ
た
。 

あ
る
時
、
野
外
演
習
へ
出
か
け
た
際
、
付
近
の
農
家
の
人
が
総
鉄
製
の
鍬
を
使
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。
当
時
、
群
馬
で
は
木
の
枠
に
昔
流
の
手
鍬
を
は
め
こ
ん
だ
い 

わ
ゆ
る
「
風
呂
鍬
」
が
使
用
さ
れ
、
総
鉄
製
の
鍬
を
使
っ
て
い
る
例
が
な
か
っ
た
。
こ
の
鍬
を
見
た
瞬
間
、

「
こ
れ
は
切
れ
そ
う
だ
し
、
又
使
い
よ
さ
そ
う
だ
。
除
隊
し
た 

ら
す
ぐ
作
っ
て
み
よ
う
」
と
体
中
に
製
作
意
欲
が
み
な
ぎ
っ
た
。

や
っ
と
待
望
の
除
隊
の
日
が
き
て
帰
宅
す
る
と
、
と
る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
試
作
に
と
り
か
か
っ
た
。
こ
の
新
型
鍬
に
つ
い
て
は
父
も
大
い
に
乗
り
気
に
な
り
、
色
々
相 

談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
た
が
、
細
部
に
つ
い
て
の
作
り
方
が
中
々
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
親
子
共
々
大
い
に
苦
心
し
た
。

第
一
、
利
根
の
農
家
の
人
が
果
し
て
こ
ん
な
製
品
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
に
問
題
が
あ
っ
た
〇
と
も
あ
れ
新
製
品
を
試
作
し
て
試
み
に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
に



し
て
、
近
在
の
川
田•

久
呂
保.

糸
之
瀬•

利

根•

薄
根
と
各
方
面
の
篤
農
家
へ
持
•〇
て
行
き
実
験
し
て
も
ら
〇
た
。

こ
の
改
良
鍬
の
研
究
と
共
に
耕
耘
用
の
柄
鍬
の
研
究
も
始〇
た
。
当
時
、
柄
鍬
は
白
郷
井
村
の
鍋
屋
が
-tl
印
の
マ
ー
ク
で
鋳
物
柄
鍬
を
発
売
し
、
こ
れ
を
仕
入
れ
て
沼
田 

の
棒
屋
で
柄
を
付
け
て
売
る
品
が
価
格
も
安
い
た
め
売
行
き
が
伸
び
、
そ
の
た
め
氏
の
家
で
作
る
打
鋳
鍬
が
圧
倒
さ
れ
、
さ

c>
ぱ
り
売
れ
な
く
な
っ
た
の
で
こ
れ
も
鉄
板
製 

の
柄
鍬
に
改
良
し
て
み
よ
う
と
思
い
立
ち
、

一
分
鉄
板
と
一
分
鉄
の
間
に
鋼
を
入
れ
て
同
じ
型
に
仕
上
げ
た
と
こ
ろ
、
案
外
受
け
入
れ
ら
れ
て
売
れ
は
じ
め
た
。
こ
れ
が 

「
改
良
大
正
柄
鍬
」
で
あ
る
。

そ
ん
な
な
か
で
大
正
十
五
年
七
月
三
十
日
に
父
は
六
十
ー
オ
で
逝
去
し
た
。
氏
の
二
十
七
才
の
時
で
あ
っ
た
。

父
の
死
後
、
更
に
農
具
の
改
良
と
品
質
の
向
上
に
意
を
注
い
だ
が
、
改
良
鍬
に
つ
い
て
は
他
の
業
者
が
こ
の
型
を
採
用
し
て
製
造
販
売
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
 

値
崩
れ
が
お
き
て
営
業
的
に
振
る
わ
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
更
に
品
質
向
上
に
力
を
注
ぎ
、
そ
の
研
究
に
日
夜
明
け
暮
れ
た
。
特
に
鍬
の
生
命
は
刃
の
両
端
、
俗
に 

い

う

「
耳
」
に
あ
り
、
ど
ん
な
に
他
の
部
分
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
も
「
耳
」
が
磨
滅
し
て
は
役
に
立
た
な
い
。
反
対
に
い
か
ほ
ど
他
の
部
分
が
す
り
減
っ
て
も
「
耳
」
が 

し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
使
用
に
堪
え
る
。
そ
こ
で
鍬
の
刃
先
の
部
分
の
鍛
え
方
を
徹
底
的
に
研
究
し
た
。
こ
こ
の
問
題
は
鋼
と
生
鉄
の
組
合
せ
に
あ
る
こ
と
を
た
し
か
め
、
 

特
に
念
入
り
に
仕
上
げ
た
。
そ
の
結
果
、
上
々
の
評
判
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
用

途.

土
質
の
状
況
に
よ
っ
て
形
も
色
々
研
究
し
て
み
た
。

〇

改
良
鍬
…
…
田
の
く
ろ
用
、
桑
園
耕
作
用(

大
型)

、
並

型
(

標
準
型)

、
中
型
、
小
型

〇

唐 

鍬
…
…
こ
れ
は
赤
城•

久
呂
保
方
面
の
お
客
の
た
め
に
開
発
し
た
も
の
で
、
他
に
植
林
専
用
の
唐
鍬
も
作
っ
た
。

〇

草
か
き
…
…
従
来
あ
る
も
の
の
他
に
桑
園
専
用
の
大
型
品
を
作
っ
て
み
た
。
櫛
形
に
し
大
き
さ
も
九
寸
巾
、

一
尺
巾
と
あ
り
、
な
お
柄
は
農
家
で
自
給
で
き
る
竹
が
使 

え
る
よ
う
特
別
の
工
夫
を
施
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
棒
屋
の
手
を
か
け
ず
、
素
人
で
も
す
げ
ら
れ
る
と
い
う
配
慮
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
他
わ
さ
び
栽
培
用
剣
先
鍬
等
も
作
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
も
好
評
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
農
具
の
販
路
は
新
潟
県
に
も
及
び
、
中
魚
沼
郡
は
も
と
よ
り
刈
羽
郡•

東
頸
城
郡•

松
之
山.

小
千
谷
方
面
に
広
が
っ
た
。
当
時
の
仲
間
値
段
は
上
州
鍬 

(

風
呂
鍬)

一
挺
一
円
二
十
五
銭
、
改
良
鍬
一
挺
七
十
銭
、
鍬
棒
一
本
二
十
銭
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
、
戦
争
の
た
め
に
利
根
鍛
工
組
合
に
よ
る
利
根
鍛
工
有
限
会
社
が
組
織
さ
れ
、
各
人
が
資
金•

資

材•

工
具
を
出
し
合
っ
て
、原
新
町
浜
田
屋
旅
館
の
付
近
に 

工
場
を
新
設
し
た
。
そ
こ
で
配
給
さ
れ
た
材
料
で
当
時
沼
田
へ
駐
屯
し
て
い
た
四
十
一
部
隊
の
兵
器
製
作
、
及
び
農
具
の
製
造
修
理
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
十 

一
部
隊
の
兵
器
と
は
主
と
し
て
帯
剣•

円
匙
等
で
、
変
わ
っ
て
い
た
の
は
手
槍
の
穂
先
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
六
尺
の
柄
を
つ
け
て
納
入
し
た
の
だ
が
、

一
体
何
に
使
う
予
定 

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
農
具
は
す
べ
て
製
品
を
各
村
へ
配
給
す
る
制
度
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
当
時
は
鍛
冶
職
は
中
々
羽
振
り
が
良
く
、
鼻
息
も
荒
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
戦
争
も
二
十
年
八
月
終
戦
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
本
来
の
農
具
鍛
冶
と
な
り
、
白
分
の
開
発
し
た
改
良
鍬
の
製
作
に
立
ち
戻
る
ベ
く
会
社
を
退
い
て
、



十
一
月
一
日
に
新
た
に
工
場
建
設
許
可
証
を
入
手
し
、
再
び
自
分
の
家
で
作
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
〇
終
戦
後
は
方
々
の
古
鉄
屋
に
手
を
ま
わ
し
材
料
入
手
を
心
が 

け
た
が
、
当
時
は
精
選
さ
れ
た
材
料
な
ど
あ
ろ
う
わ
け
も
な
く
、
た
だ
鉄
で
さ
え
あ
れ
ば
何
で
も
よ
い
と
い
う
時
代
で
あ
s>
た
。
そ
れ
で
も
何
で
も
農
具
を
作
れ
ば
と
ぶ
よ 

う
に
売
れ
た
。

昭
和
二
十
七
年
、
長
女
と
志
江
の
婿
と
し
て
沼
須
の
阿
左
見
新
作
氏
の
息
子
清
二
を
迎
え
入
れ
、
こ
れ
に
鍛
冶
と
し
て
の
修
業
を
仕
込
ん
だ
。
今
で
は
立
派
な
後
継
者
と 

な
り
、
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

二
、
鍛
冶
職
人
の
生
活

吉
沢
さ
ん
宅
で
は
現
在
幸
吉
氏
の
跡
を
継
い
で
女
婿
の
清
二
氏
が
鍛
冶
業
を
経
営
し
て
い
る
。
現
在
主
と
し
て
製
作
し
て
い
る
農
具
は
唐
鍬•

草

搔•

ゴ
ー
本
鍬(

万
能) 

と
い
っ
た
作
鍬
が
中
心
で
あ
る
。
お
よ
そ
十
年
程
前
ま
で
は
大
鍬(

エ
ン
ガ
と
い
っ
た)

を
作
っ
て
い
た
が
今
は
作
っ
て
い
な
い
。
現
在
そ
れ
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
金
エ 

ン

ガ(

鉄
製)

を
作
り
販
売
し
て
い
る
。

農
具
の
製
作
は
三
、
四
、
五
月
頃
の
春
先
が
忙
し
い
。
従
っ
て
春
先
ま
で
に
見
込
生
産
を
し
、
準
備
し
て
た
め
こ
ん
で
お
く
。

一
年
の
仕
事
始
め
は
正
月
二
日
か
ら
で
、
そ
の
朝
六
時
頃
、
仕
事
場
の
金
山
さ
ま
に
剣•

鎌
•

倉
の
鍵
を
み
が
い
て
「水
」
の
字
の
形
に
し
、
の
し
を
か
け
て
お
供
え
を
す
る
。 

昔
は
鍛
冶
の
技
術
を
磨
く
た
め
に
各
地
の
鍛
冶
屋
を
ま
わ
っ
て
歩
く
鍛
冶
渡
世
人
が
い
た
。
そ
の
渡
世
人
が
吉
沢
さ
ん
宅
に
も
来
た
。
そ
の
よ
う
な
職
人
が
鍛
冶
屋
を
訪 

れ
る
際
に
は
、
戸
口
で
ま
ず
仁
義
を
切
っ
て
口
上
を
言
い
、
主
人
の
許
可
を
得
れ
ば
中
へ
入
る
事
が
で
き
た
。
沼
田
の
場
合
、
十
一
月
八
日
の
年
一
度
の
フ
ィ
ゴ
祭
り
に
組 

合
を
開
き
、
そ
の
時
に
各
鍛
冶
屋
が
必
要
と
す
る
雇
人
を
組
合
長
に
申
し
込
ん
で
お
い
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
渡
世
人
が
来
た
時
に
は
「
組
合
長
の
所
へ
行
け
」
と
い
っ
て 

草
鞋
銭
二
銭
を
持
た
せ
て
行
か
せ
た
。

今
で
は
殆
ど
や
ら
な
い
が
、
昔
は
す
り
減
っ
た
鉄
敷(

鉄
床)

を
修
復
す
る
た
め
に
、
十
一
月
八
日
に
仲
間
の
鍛
冶
職
人
が
集
ま
っ
て
鉄
敷
直
し
と
い
う
の
を
お
こ
な
っ 

た
。
そ
の
時
に
鉄
敷
直
し
用
の
フ
ィ
ゴ
を
使
っ
た
。
ま
た
仕
事
場
の
四
囲
にX

縄
が
張
っ
て
あ
っ
た
が
、
十
一
月
八
日
に
神
主
が
来
て
拝
ん
で
塩
を
ま
き
、
酒
を
一
杯
飲
ん 

で
新
し
い/

縄
に
張
り
か
え
た
り
し
た
。

鍛
冶
の
技
術
を
修
得
す
る
に
は
徒
弟
に
入
り
、
兵
隊
検
査
前
ま
で
五
、
六
年
修
業
し
た
。
検
査
が
終
え
て
か
ら
一
年
位
お
礼
奉
公
を
し
た
あ
と
、
道
具
一
通
り(

鞴
と
鉄 

敷
.

大

槌.

手

槌•

ハ
シ
ニ
丁
等)

を
く
れ
て
出
し
て
や
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
給
金
は
出
さ
な
か
っ
た
。

鍛
冶
に
関
す
る
禁
忌
と
し
て
は
昔
は
お
産
を
非
常
に
い
や
が
っ
た
。
お
産
が
あ
っ
た
場
合
に
は
仕
事
場
に
塩
を
ま
い
て
清
め
た
。

仕
事
場
で
は
食
事
の
煮
炊
き
を
し
た
り
し
た
が
、
肉
類
の
煮
炊
き
は
嫌
っ
た
。
ま
た
例
年
一
月
二
十
日
頃
ま
で
は
家
族
に
四
ッ
足
の
動
物
の
肉
は
食
べ
さ
せ
な
か
っ
た
。 

但
し
、
兎
だ
け
は
数
え
方
が
一
羽
、
二
羽
と
い
っ
た
の
で
例
外
で
あ
っ
た
。



鉄
敷
を
ま
た
ぐ
と
非
常
に
お
こ
ら
れ
た
〇

鍬

の

製

作
(

吉
沢
清
ー
ー
氏)

鍬
の
製
作
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

ま
ず
鍬
先
に
木
柄
を

差

し

込

む

た

め

の

「
ホ
ロ
」 

の
製
作
を
事
前
に
別
途
に
お
こ
な
っ
て
お
く
。
こ
れ
ら
は
秋
か
ら
冬 

の
農
閑
期
に
作
り
、
春
先
の
需
要
期
に
完
成
品
を
製
作
す
る
た
め
に
た
く
わ
え
て
お
く
。

「
ホa  I

は
鍬
の
柄
を
差
し
込
む
部
分
に
あ
た
る
も
の
で
、
柄
の
角
度
に
ょ
っ
て
鍬
先
で
土
を
掘
り
起
す
状
態
も
相
違
し
て
く
る
。
従
っ
て
地
域
に
ょ
る
土
質
や
習
慣•

使

い
方
の
違
い
等
を
考
慮
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
c>
た 

「
ホ

！！
」

を
製
作
し
た
。
即
ち
、
鍬
先
に
対
し
て
柄
の
角 

度
の
鋭
角
な
も
の
を
「
腰
が
低
い
」
と
い
い
、
鈍
角
な
も 

の

を

「
腰
が
高
い
」
と
い
〇
た
。
そ
し
て
普
通
の
も
の
を 

「
並
腰
」
又

は

「
中
腰
」
と
い
っ
た
。
利

根.

沼
田
地
方 

で
は
、
特
に
西
入
方
面
で
は
土
質
が
軟
か
い
の
で
腰
の
低 

い

「
名
胡
桃
腰
」
と
い
わ
れ
る
鍬
が
使
わ
れ
、
土
質
の
荒 

い
昭
和
村
方
面
で
は
高
腰
の
鍬
が
使
用
さ
れ
た
。@
1
)

そ
こ
で
腰
の
高
低
を
つ
け
る
に
は
「
ホ
ロ
」
を
作
る
時 

に

「
ホ
ロ
」
板
の
先
端
部
分
の̂

胄
の
寸
法
に
ょ
っ
て
、
 

そ
れ
を
鋭
角
に
す
る
か
鈍
角
に
す
る
か
に.
ょ
っ
て
決
ま
っ 

た
。
(

図2
)

I、

「
ホ
ロ
」

の
製
作
工
程

⑴

農
閑
期
に
「
ホ
ロ
」
板
を
切
断
し
て
多
数
作
っ
て

1±図

柄の角度の鋭角なものを「腰が低い」、

鈍角のものを「腰が高い」という〇

2
図

ホロ板

/腰が高くなる

腰が低Cなる。

ホp



お
く
。

f

ホ
ロ
」
板
の
寸
法
は
図
の
通
り
で
あ
る
。
(

図3
)
(

写1
)
 

⑵
 

「
ホ
ロ
」
板
の
中
心
に
目
釘
穴
を
あ
け
る
。
こ
れ
は
「
ホ
ロ
」
板
を
円 

筒
に
し
、
木
柄
を
さ
し
こ
ん
で
そ
れ
に
「
ホ
ロ
」
先
を
固
定
す
シ
た
め
の 

釘
を
打
つ
穴
で
あ
る
。
こ
の
目
釘
穴
は
「
ホ
ロ
」
板
の
横
と
縦
の
中
間
に 

大
体
の
目
見
当
で
あ
け
る
。

⑻
 

「
ホ
ロ
」
板
に
カ
ィ
シ
ャ
キ(

貝
先)

を
と
る
。
こ
れ
は
「
ホ
ロ
」
板 

を
円
筒
に
し
た
場
合
に
中
の
接
着
部
分
を
平
ら
に
し
た
り
、
接
着
を
ょ
く 

す
る
た
め
に
で
あ
る
。

⑷

「
ホ
ロ
」
板
を
火
床
に
入
れ
、
赤
く
な
る
ま
で
熱
す
る
。
(

写2
)

(

注)

火

床
(

ほ
ど)

丨
鍛
造
用
の
簡
単
な
炉
〇

燃
燃
を
ょ
く
す
る
た
め
羽
口
か
ら
送
風
し
て
調 

節
す
る
。
燃
料
に
は
木
炭•

粉

炭•

コ
ー
ク
ス 

な
ど
を
用
い
る
。
(

小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞 

典

』)

⑸
 

熱
し
た.
「
ホ
ロ
」
版
を
鉄
敷(

鉄
床
と
も
い
ぅ)

の
上
に
の
せ
て
丸
槌

で
叩
い
て
円
筒
形
の
「
ホ
ロ
」
を
形
作
る
。
(

写3
)
(

写4
)
 

ま
た
ト
ビ
口
で
叩
い
て
接
着
部
分
の
接
着
を
ょ
く
す
る
〇 

⑹
 

接
着
部
分
は
10
な
い
し
20
番
線
位
の
針
金
を
バ
ー
ナ
ー
で
溶
か
し
な
が
ら
溶
接
す
る
。
(

写5
)

⑺
 

形
の
で
き
た
「
ホ
口
」
を
再
び
火
床
の
中
へ
入
れ
て
熱
す
る
。
(

写6
)

⑻
 

熱

し
た
「
ホ
ロ
」
は
フ
ナ
ハ
シ
ニ
挺
を
使
っ
て
「
ホ
ロ
」
の
下
部
を
押
し
広
げ
て
い
く
。
(

写7
)

⑼
 

火
床
に
入
れ
て
熱
す
る
〇

⑽
 

火
床
か
ら
出
し
て
鉄
敷
の
角
を
利
用
し
、
丸
槌
を
使
っ
て
押
し
広
げ
た
「
ホ
ロ
」
の
縁
を
約
ー
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
幅 

で
縁
ど
り
す
る
ょ
ぅ
に
曲
げ
る
。
(

写0
0
)

g

 

ヵ
ッ
ラ
卷
き
を
「
ホ
ロ
」
の
円
筒
部
に
差
し
込
み
、
全
体
を
万
べ
ん
な
く
丸
槌
を
使
っ
て
叩
き
、
形
を
と
と
の
え
て
出
来 

上
る
。
(

写9
)
(

図4
)

3
図
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写真3

写真4

写真5

写真6

写真7

写真8

写真9
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二
、
鍬
先
の
製
作
工
程

⑴
 

地
取
り
を
す
る
。
三
尺X

六
尺
、
厚
さ
三•

ニ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
鉄
板
を
裁
断
し
、

一
枚
が
長
さ
一
尺
二
寸
、
幅
は
頭
部
が
四
寸
五
分
、
刃
先
が
四
寸
二
分
の
も
の
と 

す
る
。

一
枚
の
鉄
板
か
ら
三
十
五
枚
の
地
鉄
が
と
れ
る
。

⑵

プ
レ
ス
機
で
地
金
に
「
ホ
ロ
」
を
差
し
込
む
「
ホ
ロ
」
穴
を
あ
け
る
。
(

図5
)

⑶
 

更
に
プ

1/
ス
機
で
「
ホ
ロ
」
穴
の
周
縁
部
に
シ
ノ
ギ
を
つ
く
る
。
(

写
10)

(

図6
)

⑷
 

火
床
に
入
れ
て
刃
先
の
部
分
を
熱
し
、
と
り
出
し
た
あ
と
鉄
敷
の
上
で
手
槌
で
叩
い
て
刃
先
の
両
端
の
耳
を
折
り
曲
げ
る
。
(

写

11)

(

図7
)
 

折
り
曲
げ
る
際
に 

鉄
鐵
を
間
に
入
れ
る
。
こ
れ
は
折
り
曲
げ
た
部
分
の
接
着
を
よ
く
す
る
た
め
で
あ
る
。

(

注)

鉄
鐵
—

硼

酸•

硼
砂
が
主
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
鉄
粉
を
混
入
し
た
も
の
。

5
図
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⑸

鋼
を
火
床
で
熱
す
る
。
こ
の
鋼
は
安
来
の
五
分
角
の
三
号
鋼
で
あ
る
。
(

写
12)

終
戦
直
後
は
安
来
鋼
か
東
郷
鋼
を
使
•〇
て
い
た
。
東
郷
鋼
の
方
が
粘
り
が
あ
っ
て
使
い
ょ
く
仕
事
が
し
や
す
か
〇
た
。 

し
か
し
、
現
在
は
東
郷
鋼
は
市
場
に
出
ま
わ
っ
て
い
な
い
の
で
安
来
鋼
を
使
用
し
て
い
る
。

安
来
鋼
に
は
一
号
〜
三
号
ま
で
あ
っ
て
、
安
来
一
号
は
白
紙
で
表
示
さ
れ
最
も
硬
く
、
安
来
二
号
は
青
紙
、
安
来
三 

号
は
黄
紙
で
表
示
さ
れ
て
最
も
軟
か
い
。

尚
、
吉
沢
幸
吉
氏
の
話
で
は
大
正
時
代
頃
ま
で
は
玉
鋼
を
買
っ
て
き
て
そ
れ
を
火
床
に
入
れ
、
赤
め
た
ら
平
ら
に
し
、
 

水
に
入
れ
て
こ
ま
か
く
裁
断
し
て
生
鉄
の
上
に
つ
ん
だ
そ
ぅ
で
あ
る
。

⑹
 

熱
し
た
鋼
を
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
圧
延
し(

写
13)

、
先
切
り
タ
ガ
ネ
を
使
っ
て

一  

挺
分
の
長
さ
に
裁 

断
し
て
い
く 
(

長
さ
約
五
セ
ン
チ
メ I

ト
ル
、
幅
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

。
真
中
が
薄
く
、
両
側
が
厚
く
な
る
ょ
ぅ

写真11

7
図
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に
叩
く
。 

⑺

裁
断
し
た
鋼
を
火
床
に
入
れ
、
熱
し
た
あ
と
鉄
敷
の
上
で
手
槌
で
叩
く 

(

写

14)

。
こ
れ
は
鍬
の
地
鉄
の
刃
先
の
部
分
の
寸
法
に
合
わ
せ
る
た
め 

で
、
そ
の
際
に
鋼
の
肉
の
厚
さ
の
配
分
を
考
え
な
が
ら
叩
く
。
こ
こ
が
エ 

程
の
中
で
も
一
番
大
切
な
作
業
で
あ
る
。

⑻

地
鉄
の
耳
の
部
分
に
圧
延
し
た
鋼(

写
15)

を
乗
せ
、
火
床
に
入
れ
て 

同
時
に
熱
す
る
。
こ
れ
は
地
鉄
と
鋼
が
よ
く
密
着
す
る
よ
う
に(

な
じ
む 

よ
う
に)

す
る
た
め
大
き
さ
を
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

⑼
 

火
床
か
ら
取
り
出
し
た
地
鉄
の
刃
先
部
分
を
鋼
に
合
わ
せ
る
た
め
、
刃 

先
の
彎
曲
し
た
所(

こ
れ
は
鉄
敷
の
上
で
手
槌
で
叩
い
て
つ
く
る)

に
溝 

タ
ガ
ネ
で
叩
い
て
溝
を
つ
く
り
、
そ
の
部
分
の
不
純
物
を
取
り
除
い
た
り 

し
て
、
鋼
の
接
着
が
良
く
な
る
よ
う
に
鉄
鐵
を
散
布
す
る
。

⑽
 

鋼
は
そ
の
上
に
の
せ
て
フ
ナ
ハ
シ
ニ
挺
で
地
鉄
と
鋼
を
は
さ
み
な
じ
ま 

せ
る
。

¢1)
そ
れ
を
火
床
に
入
れ
る
。
こ
の
時
に
コ
ー
ク
ス
を
沢
山
燃
焼
さ
せ
る
。 

火
度
の
強
い
熱
風
で
な
い
と
鋼
が
付
着
し
な
い
。
そ
の
火
加
減
が
難
し
い
。

42)
火
床
か
ら
出
し
て
接
着
さ
せ
た
鋼
の
部
分
を
手
槌
で
叩
く
。
こ
れ
を 

「
小
ヅ
ケ
」
と
い
う
。
(

写
16)

⑽
 

「
小
ヅ
ケ
」
し
た
あ
と
火
床
に
入
れ
、
熱
し
た
あ
と
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン 

マ
ー
と
手
槌
で
叩
い
て
「
本
ヅ
乞
を
す
る
。(

写
17)

(

写
18)

(

写

19) 

g

 

「*

ヅ
之
し
た
も
の
を
火
床
に
入
れ
て
熱
し
た
あ
と
、
手
槌
で
叩
い
て
鋼 

を
圧
延
す
る
。
そ
し
て
ま
た
火
床
に
入
れ
て
熱
す
る
。

¢5)
火
床
か
ら
取
り
出
し
、
更
に
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
と
手
槌
で
叩
い
て 

刃
先
の
中
央
部
の
厚
み(

中
肉)

を
延
ば
し
て
い
く
。
こ
れ
を
「
中
肉
を

写真14

写真15

写真16

写真17



抜
く
」
と
い
う
。
(

写
20)

⑽

火
床
に
入
れ
て
熱
し
た
あ
と
刃
先
の
耳
を
手
槌
で
叩
く
。
そ
し
て
硼
砂
を
つ
け
て
火
床
に
入
れ
て 

熱
す
。
刃
先
の
耳
は
特
に
使
用
頻
度
が
高
い
の
で
強
度
と
耐
久
性
を
も
た
せ
る
た
め
叩
く
と
共
に
、
 

硼
砂
を
つ
け
て
充
分
に
沸
か
し
込
む(

鉄
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る
手
前
ま
で
熱
す
る
こ
と)

こ
と
に
よ 

っ
て
不
純
物
を
は
じ
き
出
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
が
ま
た
鋼
と
地
鉄
の
接
着
を
よ
く
す
る
。
こ
れ
を 

「
耳
の
沸
か
し
込
み
」

と
い
っ
て
い
る(

昔
は
硼
砂
が
な
く
て
ヮ
ラ
灰
を
使
っ
た
と
い
う
。
硼
砂 

を
地
鉄
に
つ
け
て
熱
す
る
と
硼
砂
自
身
が
溶
け
て
ガ
ラ
ス
状
に
な
っ
て
地
鉄
を
覆
い
、
地
鉄
を
よ
り 

高
温
ま
で
沸
か
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
役
割
を
も
っ
て
い
る)

。(

写
21)

g

 

火
床
か
ら
取
り
出
し
刃
先
の
片
側
を
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
と
手
槌
で
叩
き
、
鋼
を
延
ば
し
刃
先 

を
と
と
の
え
る
。
そ
れ
を
ま
た
火
床
に
入
れ
て
熱
し
、
更
に
も
う
一
方
の
片
側
の
鋼
を
手
槌
で
延
ば

写真18

写真19

写真20

写真21



し
て
形
を
と
と
の
え
る
。
形
が
で
き
る
ま
で
何
度
も
火
床
に
入
れ
て
熱
し
て
叩
く
。
(

写
22)

⑽
 

火
床
に
入
れ
て
熱
し
た
あ
と
全
体
の
形
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
「
ナ
ラ
シ
」
を
す
る
。
こ
れ
は
手
槌
や
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
な
が
ら
作
っ
て
い
く
。
地
鉄
の 

真
中
と
両
端
を
分
け
て
三
回
「
ナ
ラ
シ
」
を
し
て
い
く
。
そ
の
間
に
悪
い
金
肌
を
は
じ
き
出
す
た
め
に
水
を
入
れ
た
り
し
て
地
鉄
の
面
を
ひ
き
し
め
て
い
く
。
こ
れ
を 

「
水
打
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
ぅ
し
て
鋼
付
け
が
完
成
す
る
。
(

写
23)

⑽

火
床
に
入
れ
て
熱
し
た
あ
と
、
タ
ガ
ネ
で
刃
先
を
ゆ
る
く
彎
曲
し
た
三
日
月
形
に
截
り
、
刃
先
を
と
と
の
え
る
。
(

図8
)

⑽
 

グ
ラ
ィ
ン
ダ
ー
で
刃
先
を
研
ぐ
〇 
(

写
24)

⑶
 

「
ホ
ロ
」
穴

に

「
ホ
ロ
」
を
差
し
込
む
。
そ
し
て
リ
ベ
ッ
ト(

長
さ
ー
ニ
ー
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
太
さ
四.

五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル)

で
五
ケ
所
止
め
る
。
(

写
25) 

®

 

金

肌(

鉄
屑)

を
水
に
つ
け
て
地
鉄
の
表
面
を
こ
す
る
。
地
鉄
が
き
れ
い
に
な
っ
て
ツ
ヤ
が
出
る
。

¢3)
刃
先
の
表
に
硝
石
の
入
っ
た
ミ
ソ
を
塗
り
、
裏
に
は
ト
ノ
コ
を
塗
っ
て
そ
れ
を
火
床
に
入
れ
、
熱
す
る
。
ミ
ソ
の
中
に
は
硝
石
を
混
入
し
て
あ
り
、
こ
れ
を
塗
布
し
て

写真22

写真23

8
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赤
め
て
水
に
入
れ
た
場
合(

こ
れ
を
「
焼
き
入
れ
」
と
い
う)

、
鋼
の
肌
を
き
れ
い
に
す
る
役
割
を
も
c>
て
い
る
。
ま
た
、
裏
に
ト
ノ
コ
を
塗
っ
て
お
く
の
は
、
水
に
入 

れ
て
も
地
鉄
が
硬
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め(

焼
き
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め)

で
あ
る
。

¢4
火
床
か
ら
出
し
て
水
に
入
れ
る
と
、
刃
先
が
内
側
に
曲
が
っ
て
丸
味
を
帯
び
る
。
こ
れ
は
鋼
と
地
鉄
の
内
部
構
造
の
粗
密
に
よ
っ
て
熱
し
た
時
に
収
縮
の
度
合
に
差
違 

が
生
じ
、
地
鉄
が
鋼
を
引
っ
張
る
よ
う
な
形
で
丸
味
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
を
ま
た
火
床
に
入
れ
る
。

©

火
床
か
ら
取
り
出
し
た
あ
と
「
狂
い
直
し
」
と
称
し
て
手
槌
で
叩
い
て
反
対
側
に
刃
先
を
反
ら
せ
る
。
焼
き
の
入
っ
て
い
る
も
の
を
ま
た
叩
く
の
で
、
叩
き
よ
う
に
よ 

っ
て
は
ひ
び
を
入
れ
た
り
す
る
の
で
「
狂
い
直
し
」
が
鍛
冶
屋
で
は
一
番
難
し
い
所
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
焼
き
も
ど
し
」
と
い
う
。

㈤

仕
上
げ
と
し
て
お
湯
に
入
れ
る
。
锖
止
め
の
た
め
で
あ
る
。

©

グ
ラ
ィ
ン
ダ
ー
で
刃
先
を
研
磨
す
る
。

g

 

シ
ン
ナ
ー
に
ビ
ニ
ー
ル
塗
料
を
溶
か
し
た
液
を
塗
布
し
て®

止
め
防
止
と
共
に
色
つ
け
を
し
て
完
成
す
る
。
(

写
26)

(

図9
)

写真24

写真25



〇 

鍬
の
製
作
に
使
用
す
る
道
具•

機
械

写真26
写真27火床

図9



写真28トブネ(水の入った石がこい)

写真29鉄敷

写真30 トビ口

図10



図11 トビ口

写真31丸槌

図12 丸槌



写真32 カツラ卷き

図13 カツラ卷き

写真33 フナハシ

図14 フナハシ



写真35先切りタガネ

図15 先切りタガネ

写真34プレス機

写真36溝タガネ

図16 溝タガネ



写真37金山様

図38手槌



両
刃
の
草
刈
鎌
の
製
作(

小
林
良
次
氏)

⑴
 

帯

鉄(

長
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
寸
六
分
、
厚
三
分)

ょ
り
長
さ
九
寸
四
分(

二
六
〇
匁)

の
素
材
が
約
二
〇
枚
と
れ
る
。
そ
の
素
材
の
地
鉄
を
火
床
に
入
れ
て
熱
す 

る
。
(

写
38)

(

図
17)

、
⑵
 

火
床
か
ら
出
し
て•
真
中
か
ら
二
つ
折
り
に
槌
で
叩
き
、
更
に
ス
プ
リ
ン
グ•
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
二
つ
重
ね
に
し
て
火
床
に
入
れ
る
。
(

写
39)

⑶
 

火
床
か
ら
出
し
、
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
二
つ
折
り
に
し
た
も
の
を
密
着
さ
せ
て
火
床
に
入
れ
る
。
こ
れ
は
地
鉄
の
背
を
割
る
か
わ
り
に
二
枚
重
ね
に
し
、
 

更
に
鋼
を
平
ら
に
し
て
入
れ
る
た
め
で
あ
る
。

⑷
 

火
床
か
ら
出
し
て
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
、
二
枚
重
ね
の
間
に
鉄
鐵
を
入
れ
て
槌
で
叩
き
密
着
さ
せ
る
。
更
に
背
に
鉄
鐵
を
つ
け
て
火
床
に
入
れ
る
。

写真38

図17

写真39



⑸

火
床
か
ら
出
し
て
ス
プ
リ
ン 

グ•
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
密
着
さ
せ

る
。
更
に
ょ
り
密
着
さ
せ
る
た 

め
峰
の
部
分
に
鉄
鐵
を
つ
け
て 

火
床
に
入
れ
る
。

⑹

火
床
か
ら
出
し
、
峰
の
部
分 

を
ス
プ
リ
ン
グ
ハ 

ン
マ
ー
で
叩

き
、
ま
た
火
床
に
入
れ
る
。
同
時 

,

に

鋼
(

白
紙
二
号
の
炭
素
鋼)

も
火
床
に
入
れ
て
熱
す
る
。

(

写

40)
(

写
“)
(

図 2
)

 

⑺

割
り
タ
ガ
ネ
で
刃
先
の
部
分

に
割
り
込
み
を
入
れ
て
か
ら
火

床
に
入
れ
る
。
(

写

42)

⑻

火
床
か
ら
出
し
、
割
り
こ
み 

に
鉄
鐵
を
ぬ
り
、
鋼
を
入
れ
て

ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き 

密
着
さ
せ
る
。
(

写

43)
(

写

44)

(

図

19)

更
に
刃
の
部
分
に
鉄
鐵
を
ぬ

っ
て
火
床
に
入
れ
る
。

⑼

火
床
か
ら
出
し
、

ス
プ
リ
ン 

グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
密
着
さ
せ

る
。

こ

れ

を

「
コ
ヅ
ケ
」
と
い

写真40

写真41

写真42

写真43

写真44

図18



ぅe

⑽
 

「
コ

ヅ

ケ

」
が

終

る

と

「
本
ヅ
ケ
」

に
入
る
。
硼
酸
を
つ
け
て
火
床
に
入
れ
る
。

g
 

火
床
か
ら
出
し
て
鋼
の
密
着
を
ょ
く
す
る
た
め
に
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く
。

こ

れ

を

「
本
ヅ
ケ
」
と
い
ぅ
。
(

写

45)

S
 

火
床
か
ら
出
し
て
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
、

コ

ミ(

柄
に
さ
し
込
む
部
分)

の
部
分
を
作
り
火
床
に
入
れ
る
。

g

 

火
床
か
ら
出
し
、
硼
酸
を
つ
け
て
ま
た
火
床
に
入
れ
る
。•
刃
先
が
長
い
の
で
半
分
ず
つ
二
回
に
分
け
て
同
じ
作
業
を
す
る
。

W

火
床
か
ら
出
し
、.

ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
鋼
の
密
着
を
ょ
く
す
る
。
そ
し
て
火
床
に
入
れ
る
。
鋼
が
全
体.
に
つ
く
ま
で
に
四
回
程
火
床
か
ら
出
し
て
ス
プ
リ 

ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く
作
業
を
繰
り
返
す
。

g

 

ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
な
が
ら
形
を
と
と
の
え
て
い
く
。
そ
し
て
尺
四
寸
五
分
位
ま
で
延
ば
す
。
(

写

46)

(

図

20) 

重
心
部
分
か
ら
折
り
曲
げ
る
た
め
に 

火
床
に
入
れ
る
。
そ
の
際
に
重
心
部
分
を
一
番
幅
広
く
肉
厚
に
し
て
お
く
。

図19

写真46

図20



⑽
 

火
床
か
ら
出
し
て
重
心
部
分
の
刃
の
所
を
槌
で
叩
い
て
折
り
曲
げ
て
い
く
。
地
鉄
の
半
分
ず
つ
を
交
互
に
火
床
で
熱
し
な
が
ら
幾
度
か
繰
り
返
し
て
お
こ
な
ぅ
。 

g

 

火
床
か
ら
出
し
て
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
、
刃
の
部
分
を
薄
く
す
る
。
半
分
ず
つ
二
度
に
分
け
て
お
こ
な
ぅ
。
(

写

47)

(

図

21)

⑽
 

こ
こ
で
ス
ブ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
の
鉄
敷
を
と
り
か
え
る
。

こ
こ
ま
で
は
平
ら
な
鉄
敷
で
あ
っ
た
が
、
峰
の
部
分
を
薄
く
す
る
た
め
約

15
度
位
の
勾
配
の
あ
る
鉄
敷(

写

48)

と
取
り
替
え
る
。

㈣
 

火
床
で
熱
し
た
地
鉄
を
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
峰
の
部
分
を
薄
く
す
る
た
め
に
叩
く
。

こ
れ
も
半
分
ず
つ
二
回
に
分
け
て
同
じ
作
業
を
繰
り
返
す
。

g

 

刃
を
薄
く
し
終
っ
た
あ
と
、
な
ら
し
の
作
業
に
入
る
〇
「
水
打
ち
」
で
地
鉄
の
表
面
の
不
純
物
を
は
じ
き
出
し
て
い
く
。

こ
の
時
に
湯
玉
が
走
る
。
裏
表
を
交
互
に
万
べ
ん 

な
く
叩
い
て
い
く
。
何
度
か
火
床
に
入
れ
て
同
じ
作
業
を
繰
り
返
す
。

「
水

打
ち
」
が

—-
番
大
切
な
作
業
で
あ
る
。

(

注)

水

打

ち

—

火
床
で
熱
す

6-
と
鋼
の
粒
子
が
開
く
が
、
そ
れ
を
水
に
つ
け
た
槌
で
熱
し
た
地
鉄
の
表
面
を
叩
い
て
い
く
と
粒
子
が
締
ま
り
、
鋼
を
ひ
き
し
め
る
効
用 

が
あ
る
。
平
均
三
回
「
水

打
ち
」
を
す
る
。

写真47

図21

写真48



¢1)
大
体
形
が
で
き
あ
が
る
と
形
を
と
と
の
え
る
た
め
に
余
分
の
部
分
を
截
り
落
し
て
い
く
。
そ
の
際
に
ブ
リ
キ
製
の
ヒ
ナ
型
を
あ
て
て
形
を
と
る
。
裁
断
す
る
際
に
い
ざ 

り
タ
ガ
ネ
の
上
に
の
せ
て
槌
で
叩
い
て
裁
断
す
る
。
(

写

49)

(

図

22)

©

ス
プ
リ
ン
グ
ハ
シ̂

丨
の
鉄
敷
を
再
び
平
ら
な
も
の
と
取
り
替
え
る
。

¢3)
コ
ミ
の
部
分
を
火
床
に
入
れ
て
熱
し
、
槌
で
叩
き
な
が
ら
延
ば
し
て
い
く
。
そ
し
て
火
床
に
入
れ
る
。

火
床
か
ら
出
し
て
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
、

コ
ミ
を
延
ば
し
て
い
く
。

お
よ
そ
五
寸
五
分
位
に
延
び
る
ま
で
、
火
床
か
ら
出
し
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く 

同
じ
作
業
を
繰
り
返
す
。
時
に
応
じ
ヒ
ナ
型
を
当
て
て
形
を
見
な
が
ら
や
る
。
そ
の
際
に
ヒ
ナ
型
に
沿
っ
て
チ
ョ
ー
ク
で
線
を
引
き
形
を
と
と
の
え
て
い
く
。

©

火
床
に
容
器
に
入
っ
た
焼
き
油(

ナ
タ
ネ
油
と
大
豆
油
の
混
合)

を
お
き
、
熱

す

る

〇(

写

50)

㈤
 

グ
ラ
ィ
ン
ダ
ー
で
刃
先
や
峰
の
部
分
の
余
分
な
所
を
削
り
、
形
を
と
と
の
え
る
。

写真49

図22

写真50



§

ひ
ず
み
修
正
用
の
鉄
敷
の
上
で
槌
で
叩
い
て
、
 

刃
先
の
ひ
ず
み
を
修
正
す
る
。

g
 

グ
ラ
ィ
ン
ダ
ー
で
研
磨
し
な
が
ら
刃
先
を
出
し 

て
い
く
。
同
時
に
刃
の
部
分
を
平
ら
に
し
て
い
く
。 

こ

れ

を

「
荒
研
ぎ
」
と
い
ぅ
。
(

写

51)

拗

ヤ

ス

リ

で

面

と

り

を

す

る

。
(

写

52)

こ
れ
で 

角
の
部
分
の
デ
コ
ボ
コ
を
な
ら
し
、
な
め
ら
か
に 

す

る

〇(

写

53)

⑽

次
に
焼
き
入
れ
を
お
こ
な
ぅ
。
ま
ず
火
床
の
コ

丨
ク
ス
を
除
い
て
木
炭
を
入
れ
る
。
木
炭
は
そ
の

炭
素
が
焼
き
入
れ
を
平
ら
に
す
る
の
に
効
用
が
あ

る
。
周
囲
を
暗
く
し
て
夜
明
け

の
明
る
さ
と
同
じ
よ
ぅ
な
状
態

に
す
る
。
そ
れ
は
熱
せ
ら
れ
た 

地
鉄
の
赤
味
を
み
て
焼
き
入
れ 

の
状
態
を
み
る
た
め
で
あ
る
。 

g

 

地
鉄
を
火
床
に
入
れ
る
。

(

写

54)

©

赤
く
熱
し
た
地
鉄
を
焼
き
油 

の
中
に
入
れ
、
冷
め
る
ま
で
入

れ
て
お
く
。 
(

写

55)

と
り
出 

し
た
あ
と
油
を
落
と
す
た
め
に 

灰
で
こ
す
る
。

¢3)
火
床
に
入
れ
て
焼
き
を
戻
す
。

写真51

写真52

写真53

写真54

写真55



こ

れ

を

「
火
戻
し
」
と
い
う
。
(

写

56)

鋼
の
部
分
が
白
く
焼
け
て
茶
褐
色
に
な
る
位
ま
で
「
火
民
し
」
を
す
る
。 

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
刃
が
欠
け
な
く
な
っ
て
く
る
。
焼
き
入
れ
と
焼
き
も
ど
し
が
う
ま
く
い
か
な
い
と 

刃
が
欠
け
た
り
、

刃
が
ま
く
れ
た
り(

よ
れ
た
り)

す
る
。•
鉈
の
よ
う
に
厚
い
と
簡
単
だ
が
、
鎌
は
薄
い
の 

で
そ
の
加
減
が
難
し
い
。

g

 

焼
き
が
終
っ
た
段
階
で
焼
き
入
れ
に
よ
っ
て
で
き
た
ひ
ず
み
を
直
す
。
(

写

57)

(

図

23)

そ
の
あ
と
ボ 

丨
ル
盤
で
目
釘
穴
を
あ
け
る
。

®

荒
砥
で
研
ぐ
。
(

写

58)
g

 

荒
砥
で
研
い
だ
も
の
を
中
砥
で
研
い
で
仕
上
げ
る
。

¢7)
中
砥
で
研
い
だ
あ
と
木
砥(

桐
の
木)

で
研
ぐ
〇
木
砥
に
ス
ベ(

鉄
の
屑)

を
つ
け
、
水
を
つ
け
な
が
ら

写真56

写真57

図23
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研
ぐ
。

こ
れ
は
鉄
の
肌
の
ツ
ヤ
を
出
す
た
め
で
あ
る
。

®
 

最
後
に®

止
め
に
機
械
油
を
塗
布
し
て
仕
上
げ
る
。 

(

写

59)

(

図

24)
片

刃

下

刈

り

鎌

の

製

作(

小

林

良

次

氏)

⑴
 

素
材
の
地
鉄
を
火
床
に
入
れ
る(

幅
一
寸
六
分
、
長
さ
九
寸
、
厚
さ
三
分
、
重
さ
約
二
五
〇
匁)

。
鋼
も
同
時
に
火
床
に
入
れ
る
。
鋼

は

炭

素

鋼(

刃
物
用)

白
紙2
 

号
を
用
い
る
。
そ
し
て
赤
く
な
る
ま
で
熱
す
る
。

⑵
 

赤
く
熱
し
た
鋼
を
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く
。

こ
れ
は
鋼
と
地
鉄
を
密
着
さ
せ
る
た
め
の
下
ご
し
ら
え
と
し
て
叩
く
も
の
で
あ
る
。

⑶
 

赤
く
熱
し
た
地
鉄
の
表
面
や
峰
の
部
分
、

刃
先
の
部
分
を
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
延
ば
し
て
い
く
。
鎌
を
作
る
下
ご
し
ら
え
と
し
て
先
に
コ
ミ
の
部
分
を
作
つ 

て
お
く 
(

火
床
か
ら
出
し
て
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー•

槌
で
叩
き
コ
ミ
の
部
分
を
作
る)

。

⑷
 

タ
ガ
ネ
で
刃
先
の
部
分
に
細
か
い
刻
み
を
無
数
に
入
れ
る
。

こ
れ
は
鋼
と
地
鉄
を
ょ
り
ょ
く
密
着
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
(

写

60)

写真59

図24



⑸
 

鋼
を
火
床
か
ら
出
し
、
槌
で
叩
い
て
地
鉄
の
厚
さ 

三
分
に
対
し
、
鋼
の
厚
さ
を
一
分
に
合
わ
せ
ヵ
ィ
サ 

キ

を

作

る(

鋼
と
地
鉄
と
が
接
合
し
や
す
い
よ
う
に 

ヵ
ィ
サ
キ
を
と
る
。

こ
れ
は
ま
た
鋼
と
地
鉄
が
ピ
ッ 

タ
リ
の
密
着
し
て
す
き
間
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
じ 

ま
せ
る
た
め
で
あ
る)

。
(

図

25)

⑹
 

火
床
で
熱
し
た
地
鉄
に
鉄
鐵
を
つ
け
、
そ
の
上
に 

熱
し
た
鋼
を
の
せ
動
か
な
い
よ
う
に
ハ
シ
で
押
さ
え 

て
固
定
さ
せ
火
床
に
入
れ
る
。

⑺

火
床
か
ら
出
し
、
槌
で
鋼
を
叩
き
地
鉄
に
密
着
さ 

せ
て
い
く
。
初
め
は
押
さ
え
る
よ
う
に
打
ち
、
次
第

に
強
く
打
っ
て
い
く
。
ま
た
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー 

で
も
叩
い
て
よ
り
密
着
さ
せ
る
。

つ
け
る
部
分
が
長 

い
の
で
鎌
の
上
下
に
分
け
て
二
回
つ
け
る
。

こ
の
こ

と

を

「
コ
ヅ
ケ
」
と
い
う
。

⑻
 

火
床
か
ら
出
し
、
峰
の
部
分
を
槌
で
叩
い
て
形
を
と
と
の
え
る
〇
そ
し
て
地
鉄
の
表
面
に
「
本
ヅ
ケ
」
を
す
る
た
め
に
硼
酸
を
つ
け
て
火
床
に
入
れ
る(

硼
酸
を
つ
け 

る
の
は
熱
を
早
く
地
鉄
に
つ
た
え
る
た
め
で
、

こ
れ
を
早
く
沸
か
す
と
い
う)

〇

⑼
 

火
床
で
火
花
の
出
る
前
ま
で
沸
か
し
た
も
の
を
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
強
く
打
ち
「
本
ヅ
ケ
」
を
す
る
。
地
鉄
の
赤
味
が
消
え
る
と
硼
酸
を
つ
け
火
床
に
入
れ
る
。 

⑽
 

火
床
か
ら
出
し
、
ま
た
す
ば
や
く
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で

打

つ

て

「
本
ヅ
ケ
」
を
し
て
い
く
。

s

 

「
本
ヅ
ケ
」
を
す
る
時
か
ら
峰
を
厚
く
す
る
た
め
に
峰
を
叩
か
ず
に
刃
の
部
分
を
叩
い
て
薄
く
し
て
い
く 
(

峰
を
三
分
位
、

刃
先
を
一 
•

五
分
位
の
厚
さ
に
す
る)

。 

⑽
 

「
本
ヅ
ケ
」
が
終
つ
た
時
点
で
鋼
づ
け
が
終
つ
た
こ
と
に
な
り
、

こ

れ

を

「
わ
か
し
場
」
と
い
う
。

「
わ
か
し
場
」
が
終
る
と
仕
造
り
に
入
り
、

ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン 

マ
ー
で
形
を
と
と
の
え
な
が
ら
尺
三
寸
五
分
位
の
長
さ
ま
で
延
ば
し
て
い
く
。
火
床
に
入
れ
た
り
出
し
た
り
し
な
が
ら
幾
度
も
繰
り
返
し
て
や
る
。
片
刃
の
場
合
は
鋼
を 

つ
け
た
側
か
ら
常
に
叩
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
鉄
の
峰
の
部
分
が 

一
番
厚
く
、
又
幅
も
広
い
所
が
重
心
部
分
と
な
る
。

S

重
心
の
刃
の
部
分
を
槌
で
叩
い
て
彎
曲
さ
せ
て
い
く
。
(

写

61)

幾
度
か
火
床
に
出
し
入
れ
を
し
、
槌
で
叩
い
て
形
を
と
と
の
え
て
い
く
。

写真60
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S

 

火
床
か
ら
出
し
、

ス
プ
リ
ン 

グ
ハ
ン
マ
ー
で
刃
先
の
屈
曲
部

を
叩
い
て
、
さ
ら
に
薄
く
延
ば 

す
。
幾
度
か
繰
り
返
し
て
刃
先 

全
体
を
薄
く
叩
き
延
ば
し
て
い 

く
〇

g
地
鉄
の
曲
折
を
防
ぐ
た
め
峰 

に

カ

タ(

肩)

を
つ
け
る
。
そ 

の
際
に
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー 

の
鉄
敷
を
平
ら
な
も
の
か
ら
傾

斜
の
あ
る
も
の
に
取
り
替
え
る
。 

(

写

62)

S

鉄
敷
の
半
が
か
り
で
峰
に
力 

夕
を
つ
け
る
。
(

図

26)

カ
タ

を.

つ
け
る
の
は
鎌
を
使
用
す
る 

際
に
折
れ
曲
が
〇
た
り
す
る
の 

を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。

力 

夕
は
峰
の
部
分
に
沿
っ
た
所
か 

ら
薄
く
し
て
い
く
。
鋼

側
(

裏 

側)

に
カ
タ
を
つ
け
る
。(

写

63)

(

写

64)

(

図

27)

(

図
况) 

g

 

ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
の
鉄

敷
を
ま
た
平
ら
な
も
の
と
取
り 

替
え
る
。

写真61

写真62

写真63

写真64

図 26図27



⑽
 

火
床
か
ら
出
し
て
「
水
打
ち
」(

不
純
物
を
除
去
す
る
と
同
時
に
鋼
の
分
子
を
ひ
き
し
め
る)

を
す
る
。 

そ
し
て
ス
フ
リ
ン
ク
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
刃
の
厚
さ
を8

厘
位
に
す
る
。
火
床
に
入̂
^T

水̂
^

」
を
し
、
 

ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く
作
業
を
幾
度
か
く
り
返
す
。

⑽
 

地
鉄
に
ヒ
ナ
型
を
あ
て
て
型
を
み
る
。

チ
ョI

ク
で
線
を
引
き
、
余
分
な
部
分
を
い
ざ
り
タ
ガ
ネ
の
上 

に
の
せ
て
槌
で
叩
い
て
截
り
と
る
。

S

 

コ
ミ
の
部
分
を
火
床
に
入
れ
て
熱
す
る
。

g

 

火
床
か
ら
出
し
て
槌
で
叩
き
な
が
ら
コ
ミ
を
延
ば
し
て
い
く
。
そ
れ
を
幾
度
か
繰
り
返
す
。
ま
た
ス 

プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
延
ば
し
て
い
く
〇 
•

S

 

火
床
か
ら
出
し
、
刃
の
部
分
に
コ
シ(

腰)

を
つ
け
る
.0(

写
65)

(

図
29)

ヵ
タ
と
同
じ
よ
ぅ
に 

鎌
の
鋼
に
強
度
を
持
た
せ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
勾
配
を
つ
け
る
〇

S

 

仕
上
げ
の
段
階
と
し
て
グ
ラ
ィ
ン
ダ
ー
で
形
を
と
と
の
え
、
鋼
側
を
平
ら
に
す
る
。
ま
た
セ
ン
で
刃

写真65

写真66

図28

表側

地鉄

「カタ」を'つける
鋼

横断面図(模式図)

図29

表側

地鉄.

鋼

rコシjをつける

「カタ」



先
を
け
ず
り
薄
く
す
る
。
(

写
66)

S

 

最
後
に
鲭
止
め
と
し
て
機
械
油
を
塗
布
し
て
仕
上
げ
る
。
(

写
67)

〇 

鎌
の
製
作
に
使
用
す
る
道
具•

機
械

写真67

写真68仕事場

写真69 火床

写真70トブネ



写真71スプリングハンマー

写真72ボール盤

写真73 グラインダー

写真74金山様

写真75 セン

図30セン(グラインダーの役割をも 

つ。グラインダーだと熱をもつが 

センだと熱をもたない)



写真76 横タガネ

図31横タガネ(合わせた部分に割り 

込みを入れる時に使う)

写真77 いざりタガネ

図32いざりタガネ(余分な部分を截 

り取る時に使う)



写真78 手槌

図33手槌

図34 ハシ



写真80大槌

写真81タガネ

図35大槌(帯鉄を截る時に使う)

図36タガネ(帯鉄を截る時のタガネ)



鉈

の

製

作H

程
⑴

(

古

見

謙

一

郎

氏) 

⑴
 

三
尺X

六
尺
、
も
し
く
は
四
尺X

八
尺
、
厚
さ
九
ミ
リ
の
鉄
板
を
シ
ャ
ー
リ
ン
グ(

切
断)

す
る
。
八
百
グ
ラ
ム
〜
ー
キP

グ
ラ
ム
の
素
材
の
鉈
で
、
ー
ー
百
〜
ー
ー
百
五 

十
枚
と
れ
る
。
そ
の
地
鉄(

写
83)

を
火
床
に
入
れ
て
荒
延
ば
し
を
す
る
。
同
時
に
鋼
も
延
ば
し
て
お
く
。

⑵
 

ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
地
鉄
を
縦
に
し
て
叩
い
て
鉈
の
原
形
を
つ
く
る(

荒
延
ば
し)

。
同
時
に
柄
に
さ
し
こ
む
部
分(

中
子
、
通
称
コ
ミ)

を
片
方
に
ハ
ン
マ
ー 

で
叩
い
て
作
り
、
火
床
に
入
れ
る
。
(

写
84)

⑶
 

火
床
か̂

^

て
、

更
に
地
鉄
の
も
ぅ
一
方
を
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
コ
ミ
を
つ
く
る
。
(

写
85)

⑷
 

火
床
か
ら
出
し
て
地
鉄
の
刃
先
に
な
る
部
分
に
約
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
深
さ
と
、
厚
さ
に
お
い
て
七
ニ
ニ
の
割
合
に
割
り
込
み
を
い
れ
る
。
こ
れ
は
二
人
で
組
に

写真82木砥

図37 木砥



な
っ
て
一
人
は
タ
ガ
ネ

を
地
鉄
の
背
に
あ
て
、

一
人
が
向
ぅ
槌
で
割
り

込
み
を
い
れ
る
。(

写
86)

(

写
87)

(

図
39)

割
り
込
み
を
入
れ
た

地
鉄
を
二
つ
に
切
断
す

る
〇 

(

図
40)

⑸

割
り
込
み
に
鋼
を
入

れ
、

ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン

マ
ー
で
叩
く
。
そ
れ
を

写真83

写真84

写真85

写真86

写真87

図 39



た
め
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
い 

わ
ゆ
る
湯
玉
が
ほ
と
ば
し
る
。

こ
の
あ
と
刃
先
の
下
隅
部
分
に
、

そ
の
部
分
の
熱
の
ま
わ
り
を
早 

く
す
る
た
め
に
硼
酸
を
つ
け
て 

火
床
に
入
れ
る
。

⑼

火
床
か
ら
出
し
、
形
を
と
と

の
え
る
た
め
に
コ
ミ
の
部
分
と 

刃
先
の
一
部
分
を
截
り
落
と
し

た
あ
と
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー

で
叩
き
、
更
に
水
の
つ
い
た
槌

で
叩
い
て
不
純
物
を
は
じ
き
出

火
床
に
入
れ
る
。
(

写
88)

⑹
 

火
床
か
ら
出
し
、
鋼
を
は
ず
し
て
割
り
込
み
に
鉄
鐵(

鉄

粉•

硼
砂
を
煮 

つ
め
て
粉
に
し
た
も
の
、
接
合
剤
と
し
て
用
い
る)

を
入
れ
、
再
び
鋼
を
さ 

し
こ
ん
で
上
か
ら
叩
い
て
火
床
に
入
れ
る
。

⑺
 

火
床
か
ら
出
し
、
地
鉄
の
刃
の
部
分
の
裏
表
を
槌
で
叩
く
。
こ
れ
を
「
コ
ノ 

ヅ
ケ
」
と
い
ぅ(

又.
は

「
ワ
カ
シ
ヅ
ケ
」•

「
ワ
カ
シ
コ
ミ
」
と
も
い
ぅ)0 

こ
れ
は
い
き
な
り
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く
と
薬
が
と
ん
で
接
着
し
な 

い
部
分
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
(

写
89)

(

図
41)

⑻
 

火
床
か
ら
出
し
て
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く
。：
鋼
の
接
着
を
ょ
く
す 

る
と
共
に
更
に
形
を
と
と
の
え
、
刃
を
延
ば
す
た
め
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
水 

に
つ
け
た
槌
で
地
鉄
の
表
面
を
叩
く
。
こ
れ
は
「
水
打
ち
」
と
称
し
、
地
鉄
の
表 

面
に
あ
る
不
純
物
を
叩
き
出
す

写真88

写真89

写真90

図40図41



す
。
そ
し
て
火
床
に
入
れ
る
。
(

写
90)

(

図
42)

⑽

火
床
か
ら
出
し
て
地
鉄
の
表
面
を
ひ
き
し
め
る
た
め
に
、
更
に
水
の
つ
い
た
槌
で
地
鉄
の
表
面
や
背
を
叩
き
、
同
時
に
形
を

と
と
の
え
る
〇

g

 

別
の
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
(

溝
き
り
用
の
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
、

な
ら
し
専
門
に
使
う)

で
叩
く
。
そ
し
て
溝
タ
ガ
ネ 

で
地
鉄
の
裏
面
の
背
に
沿
っ
て
溝
を
入
れ
る
。
ま
た
刃
先
の
部t

「
水
打
ち
」
し
て
叩
き
、

刃
先
を
薄
く
し
鋭
利
に
す
る
。
地
鉄 

の
背
の
先
端
も
飾
り
の
た
め
に
叩
い
て
薄
く
し
た
あ
と
火
床
に
入
れ
る
。

g

 

火
床
か
ら
出
し
て
水
の
つ
い
た
槌
で
叩
い
て
更
に
形
を
と
と
の
え
刃
を
反
ら
せ
る
。
そ
の
際
、
刃
に
丸
味(

ふ
く
ら
み)

を 

も
た
せ
る
よ
う
に
叩
い
て
い
く
。
こ
れ
を
「
ハ
 

マ
グ
リ
刃
」
と
い
う
。
こ
れ
を
な
ら
し
用
の
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
、
 

更
に
形
を
整
え
、
ま
た
槌
で
叩
い
て
微
調
整
を
す
る
。
(

写
91)

(

図
43)

g

 

こ
れ
を
グ
ラ
ィ
ン
ダ
ー
で
荒
削
り
を
す
る
。
(

写
92)

写真91

写真92

図42

図43



§

焼
き
入
れ
専
用
の
火
床
に
入
れ
る
。
こ
の
時
焼
き
が
均
等
に
入
る
の
を

見
る
た
め
に
周
囲
を
暗
く
す
る
。
(

写
93)

3
 

火
床
か
ら
出
し
て
焼
入
れ
油
に
入
れ
る
。
(

写
94)

焼
き
入
れ
油
は
市 

販
さ
れ
て
い
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
用
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
使
用
し
て
い
る
。
 

戦
前
ま
で
は
菜
種
油
を
使
用
し
た
り
し
て
い
た
。
焼
き
を
入
れ
る
の
は
鋼, 

を
硬
く
す
る
た
め
で
あ
り
、
焼
き
を
戻
す
の
は
鋼
に
粘
り
を
も
た
せ
る
た 

め
で
あ
る
。

⑽
 

焼
き
も
ど
し
用
の
油
の
中
に
入
れ
る
。
(

約
三
百
度C

、

一
分
半
位) 

こ
れ
に
よ
〇
て
戻
し
が
終
る
。
(

写
95)

焼
き
入
れ
た
も
の
の
油
を
抜 

く
た
め
に
灰
を
つ
け
て
こ
す
り
、
更
に
槌
で
叩
い
て
形
を
と
と
の
え
る
。
 

g

 

最
後
に
研
い
で
完
成
す
る
。
(

写
96)

(

図
44)

研
ぎ
に
は
荒
砥
、
中

写真93

写真94

写真95

写真96

図44



砥
•

仕
上
砥
の
三
段
階
が
あ
り
、
次
の
よ
ぅ
な
目 

的
に
応
じ
て
使
い
分
け
て
い
る
。

〇

荒

砥

…
…
刃
先
に
若
干
丸
味
を
も
た
せ
る
よ 

ぅ
に
研
ぐ
。

〇

中 

砥
…
…
切
味
を
よ
く
す
る
た
め
に
研
ぐ
。
 

〇

仕
上
砥
…
…
つ
や
出
し
の
た
め
に
研
ぐ
。
こ
の

仕
上
砥
は
木
砥
と
も
い
い
、
木
で 

で
き
た
砥
で
あ
る
。
材
質
と
し
て 

は
桐
が
最
良
で
あ
る
が
、
松
や
米 

ッ
ガ
も
使
〇
た
り
し
て
い
る
。

(

写
97)

〇 

鉈
の
製
作
に
使
用
す
る
道
具•

機
械

写真97

写真98スプリングハンマー

写真99溝きり用の
スプリソヴノ、ソマー



鉈

の

製

作H
程
⑵

(

片

桐

鉄

男

氏)

片
桐
氏
の
鉈
の
製
作
も
前
記
の
古
見
氏
の
製
法
と
殆
ど
同
じ
割
り
込
み
工
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
か
っ
て
古
見
氏
の 

父
が
片
桐
氏
の
父
の
弟
子
で
あ
c>
た
由
縁
か
ら
、
そ
の
技
術
的
な
系
統
は
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
考
え
て
ょ
い
。
こ 

こ
で
は
重
複
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
た
め
に
簡
略
な
記
述
に
と
ど
め
た
い
。

⑴

材
料
の
地
鉄
は
四
分
厚
で
幅
一
寸
六
分
、
長
さ
七
寸
五
分
で
あ
る
。
地
鉄
を
截
る
場
合
、

昔
は
向
ぅ
槌
で
二
人 

で
截-
〇
た
が
、
現
在
は
一
人
な
の
で
休
日
に
人
を
頼
ん
で
ま
と
め
て
割
り
込
み
を
し
て
お
く
。
(

写
103) 

⑵
 

熱
し
た
鋼
を
地
鉄
の
割
り
込
み
の
長
さ
に
タ
ガ
ネ
で
截
る
。

⑶
 

地
鉄
を
火
床
で
熱
し
、
割
り
込
み
に
鋼
を
入
れ(

写
104)

、
槌
で
叩
い
て
火
床
に
入
れ
る
。,

⑷

火
床
か
ら
出
し
硼
砂
を
つ
け
て
鋼
を
入
れ
、
火
床
で
熱
す
る
。

写真100火床

写真101•焼きもどし用の油

写真102タガネ

写真103 手槌



⑸
 

火
床
か
ら
出
し
割
り
こ
み
部
分
を
槌
で
上
か
ら
叩
き
、
接
合
さ
せ
る 

ょ
ぅ
に
し
て
火
床
に
入
れ
る
。

⑹
 

火
床
か
ら
出
し
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
全
体
を
叩
き
接
合
さ
せ
る
。
 

刃
の
部
分
に
硼
砂
を
つ
け
て
火
床
に
入
れ
る
。

⑺
 

火
床
か
ら
出
し
、
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
コ
ミ
の
部
分
を
叩
き
延 

ば
し
、
大
ょ
そ
の
形
を
作
り
あ
げ
て
火
床
へ
入
れ
る
。
(

写
105)

⑻

火
床
か
ら
出
し
、
槌
で
叩
き
再
び
火
床
に
入
れ
る
。
(

写
106
〕
 

⑼
 

火
床
か
ら
出
し
、
背
の
部
分•

刃
の
部
分
を
槌
で
叩
き
、
更
に
ス
フ 

リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
た
あ
と
、
背
の
部
分
に
溝
タ
ガ
ネ
で
溝
を
入

れ
る
。
そ
し
て
水
に
入
れ
て
冷
や
す
〇
こ
こ
ま
で
の
工
程
を
「
わ
か
し

こ
み
」
と
い
い
、
地
鉄
や
鋼
の
鍛
造
部
門
に
相
当
す
る
。
こ
れ
で
一
応

写真104 ハシ

写真105 おきタガネ
〇称いじゃり用

写真106 おきタガネ(横からみたもの)

写真107おきタガネ生鉄用

写真108 幹割り



「
わ
か
し
こ
み
」
が
終
る
。
(

写
107)

⑽
 

次
に
「
な
ら
し
」
と
い
ぅ
こ
と
で
大
体
の
形
を
と
と
の
え
る
〇(

写
108)

§
グ
ラ
ィ
ン
ダ
ー
で

「
荒
仕
上
げ
」
を
す
る0
(

写
109)

(

写
110)

「
荒
仕
上
げ
」
が
終
る
と
焼
き
入
れ
を
す
る
。

「
荒
仕
上
げ
」
を
し
た
地
鉄
を
火
床
に
入
れ
て
熱

す
る
。
 

*

③

熱
し
た
地
鉄
を
焼
き
入
れ
用
の
油
で
あ
る
食
用
油
の
中
に
入
れ
る
〇(

写
111)

ぬ
油
か
ら
出
し
た
地
鉄
を
火
床
の
灰
で
こ
す
る
。•
そ
の
あ
と
火
床
で
地
鉄
の
表
面
を
あ
ぶ
り
、
焼
き 

を
戻
す
。
(

写
112)

焼
き
の
戻
っ
た
状
態
を
確
か
め
た
あ
と
水
に
入
れ
る
。

g

 

焼
き
入
れ
が
す
ん
だ
あ
と
锖
止
め
を
塗
っ
て
完
成
〇 

く
写
113)

写真109

写真110

写真111

写真112

写真113



〇 

鉈
の
製
作
に
使
用
す
る
道
具•

機
械

写真114 セソ

写真115 火床

写真116仕事場の道具類

写真117 スプリングハンマー

写真118焼き入れ用の油

写真119硼砂

写真120 溝タガネ

写真121手槌



〇

鉈

の

種

類

写
122.
.

関
東
両
刃
鉈(

百
八
十
匁)
◦

房
総
方
面
で
松
の
枝
打
ち
に
使
わ
れ
て
い
る
。

写
123.
.

か
ぎ
鉈
〇
炭
焼
き
が
使
っ
た
。
か
ぎ
は
刃
が
い
た
ま
な
い
た
必
に
あ
る
。
今
は
大
間
々
方
面
で
使
わ
れ
て
い
る
。

写
124.
.

細
身
の
鉈
。
上
か
ら
刃
長
八
寸
、
七
寸
五
分
、
七
寸
。
主
に
伐
採
用
に
使
わ
れ
て
い
る
。

写真122

写真123

写真124



鍛

冶

業

の

将

来
-
-

ま

と

め

——

か
っ
て
は
、

「
沼
田
打
」
と
喧
伝
さ
れ
た
沼
田
の
鍛
冶
も
江
戸
時
代
の
太
平
の
世
に
あ
っ
て
は
、
刀
鍛
冶
ょ
り
も
む
し
ろ
農
具
製
作
に
重
点
を
置
い
た
野
鍛
冶
が
主
流
を
占 

め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
〇
そ
れ
は
刀
鍛
治
に
関
す
る
伝
統
が
少
し
も
残
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
文
政
三
年
の
『
沼
田
町
明
細
帳
』
を
見
る
と
鍛
冶
従
業
者 

が
十
二
人
と
あ
る
。
紺
屋
二
十
一
人
、
大
工•

山
伏
各
十
六
人
に
次
い
で
人
数
の
多
い
職
業
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
沼
田
に
あ
っ
て
は
主
要
な
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か 

る
〇そ

れ
が
明
治
維
新
を
経
て
、
大
正.

昭
和
二
十
年
代
に
至
っ
て
も
、
沼
田
の
野
鍛
冶
の
伝
統
は
き
び
し
い
徒
弟
制
度
の
中
で
伝
統
技
術
を
継
承
し
つ
つ
脈
々
と
生
き
続
け
て 

き
た
。
各
種
統
計
資
料
を
見
て
も
そ
の
間
の
鍛
冶
従
業
者
の
数
は
そ
れ
程
大
き
な
変
動
は
な
い
。
因
み
に
大
正
十
二
年
に
は
刃
物
類
の
製
造
戸
数
が
九
戸
、
職
工
数
十
六
人 

(

『
利
根
郡
誌
』)

、
戦
後
の
昭
和
二
十
七
年
の
職
業
調
査
で
も
鍛
冶
業
十
三
人(

『
沼
田
町
史
』)

と
あ
る
。

ー
 

ロ
に
沼
田
鍛
冶
と
い
っ
て
も
そ
の
種
類
は
色
々
あ
っ
て
専
門
分
化
し
て
い
た
。
明
治
時
代
の
種
類
と
そ
の
源
流
者
を
見
る
と
次
の
ょ
ぅ
で
あ
る
。

L

刃
物
鍛
冶.
.

鉈
、
包T
 

正
信
、
正
一

2.
農
具
鍛
冶.
.
.

鍬
、
鎌 

吉
沢

1
 

生

鍛

冶.
.

鉄
細H

 ;

鉄
工
所 

石
合
才
兵
衛

4. 

車

鍛

冶.
.

車
輪
、
心
棒 

樋□

清
松
、
清
八

5. 

鋸

鍛

冶.
.

鋸
、
目
立 

T

太
一
郎

6. 

蹄 

鉄

,

(

「
沼
田
万
華
鏡
」
第
四
号)

明
治
時
代
に
あ
っ
て
は
右
の
よ
ぅ
に
専
門
分
化
し
、
そ
の
技
術
の
継
承
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
に
あ
っ
て
は
生
鍛
冶
は
鉄H

所
へ
と
発
展
し
、
車
鍛
冶
と
蹄
鉄
に
至
っ 

て
は
、
交
通
運
輸
手
段
の
変
遷
に
よ
っ
て
全
く
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
鋸
鍛
冶
も
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
刃
物
鍛
冶
と
農
具
鍛
冶
の
み
が
現
在
細
々
と
営
業 

を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ
る
。

沼
田
の
鍛
冶
も
明
治.

大
正
期
に
あ
っ
て
は
意
気
盛
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
、
明
治
末
期
に
は
「
利
根
鍛
冶
職
組
合
」
が
組
織
さ
れ
、
金
物
を
扱
い
、
生
産
す
る
一
切
の
業 

種
が
網
羅
さ
れ
た
。
当
時
は
刃
物
鍛
冶
が
優
勢
で
正
一
系
統
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
同
業
組
合
も
昭
和
十
四
年
頃
か
ら
戦
時
色
が
濃
厚
に
な
り
、
資
材
の
人
手
が
困
難 

に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
「
利
根
鉄
工
機
械
工
業
組
合
」
と
改
組
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
十
五
年
に
は
個
人
営
業
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
遂
に
企
業
の
合
同
が
行



わ
れ
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
合
同
組
織
が
で
き
た
。

「
沼
田
鍛
工
有
限
会
社
」 

代
表
者
片
桐
鉄
男

「
利
根
鍛
工
有
限
会
社
」 

代
表
者
中
村
隆
策

こ
れ
に
よ
り
鉄
資
材
は
一
括
配
給
と
な
り
、
各
個
人
の_

宅
作
業
は
中
止
さ
れ
、
工
場
へ
出
勤
し
て
の
合
同
作
業
と
な
っ
た
。
当
時
は
刃
物
、
農
具
の
外
、
四
十
一
部
隊
の 

兵
器
製
作
の
仕
事
も
あ
り
、
剣
や
槍
の
穂
先
も
作
っ
た
。

戦
後
は
両
会
社
は
自
然
消
滅
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
家
営
業
に
移
っ
て
い
っ
た
。
戦
後
約
二
十
年
間
の
空
白
期
間
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
二
年
に
再
び
組
合
が
組
織
さ
れ
、
士ロ 

沢
幸
吉
氏
を
組
合
長
に
「
利
根
沼
田
鉄
工
業
組
合
」
が
設
立
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
沼
田
の
鍛
冶
業
者
が
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
最
も
華
や
か
な
脚
光
を
浴
び
、
栄
誉
と
誇
り
に
輝
や
い
た
の
は
昭
和
九
年
に
各
々
の
作
品
が
天
覧
に
供
さ
れ
た
時
で
は
な 

か
ろ
う
か
。
陸
軍
大
演
習
の
際
、
前
橋
で
利
根
の
鍛
冶
職
組
合
の
代
表
作
品
が
群
馬
県
の
特
産
品
と
し
て
天
覧
の
栄
を
浴
し
た
も
の
で
あ
る
。

改
良
大
鍬 

上®

印 

吉

沢

幸

吉

根

切

斧 

P
T

印 

片

桐

熊

吉

作 

鍬 

汆

印
 

吉

沢

九

助

刈

払

鎌 

吉
一
印 

吉
川
吉
太
郎

畳

包

丁 

寿
一
印 

中
村
仁
平
治

鞘 

鉈 

阖
印 

古
見
博
一

両

刃

鋸 

©

印 

古

見
伝
蔵

薪

引

鋸 

君

印
 

下
太
一
郎

剣

先

鉈 

正
幸
印 

中
島
幸
一

草

刈

鎌 

㊉

印 

小
林
重
吉

(

『
沼
田
の
民
俗
と
伝
承
』)

こ
の
伝
統
あ
る
沼
田
鍛
冶
も
近
年
の
凋
落
ぶ
り
は
激
し
い
も
の
が
あ
る
。
特
に
戦
後
の
農
業
生
産
形
態
の
変
容
は
農
具
鍛
冶
の
需
要
の
大
幅
な
減
少
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
 

即
ち
農
地
の
区
画
整
理
と
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
な
う
大
型
農
業
機
械
の
導
入
は
、
従
来
の
鍬.

鋤
と
い
っ
た
手
作
業
用
の
農
具
の
重
要
性
を
失
わ
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き 

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
山
林
の
下
刈
り
作
業
も
チH

ン
ソ
ー
等
の
機
械
の
普
及
に
よ
っ
て
鉈
や
鎌
の
需
要
を
減
退
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
鍛
冶
業
者
が
家
業
存 

続
の
上
で
直
面
し
て
い
る
最
大
の
問
題
は
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
農
具
の
需
要
は
減
少
す
る
と
い
っ
て
も
絶
無
に
な
る
こ
と
は
有
り
得
な



い
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
昔
な
が
ら
の
手
工
業
的
工
法
と
地
道
な
作
業
は
現
代
の
若
者
を
魅
き
つ
け
な
い
。
現
在
の
沼
田
の
鍛
冶
業
者
を
見
わ
た
し
て
も
若
い
後
継
者
の 

い
る
業
者
は
一
軒
も
な
い
。
ま
た
現
在
の
職
人
を
見
て
も
老
齢
化
が
進
み
、
中
に
は
休
業
や
廃
業
の
状
態
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
も
の
も
い
る
。
沼
田
の
鍛
冶
業
は
ま
さ
に

「
風
前
の
灯I
で
、
そ
の
将
来
は
暗
た
ん
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
鍛
冶
」
は
ま
さ
に
「
瞬
間
の
技
術
」
と
い
っ
て
も
ょ
い
。
赤
く
熱
し
た
鉄
を
冷 

め
な
い
ぅ
ち
に
瞬
時
に
鍛
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
技
術
は
永
年
の
経
験
と
勘
に
ょ
っ
て
会
得
さ
れ
る
も
の
で
、
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
微
妙
な
「
ヮ
ザ
」
で
あ
る
。
こ
の

「
沼
田
打
」
と
称
さ
れ
る
独
自
な
伝
統
技
術
が
こ
の
先
短
い
間
に
消
滅
す
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
こ
と
は
何
と
い
っ
て
も
哀
惜
の
念
に
耐
え
な
い
も
の
が
あ
る
。
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